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乱

第1課文 型

[1］第1文型:S+V

Johnusuallygetsupatsix-thirtyinthemorning.
S V

Maryrantothestationasfastaspossible.
S V

[2］第2文型:S+V+C

MaryisVerykindtoallherfriends. (形容詞が補語）
S V C

Myhobbyistocollectstamps. （不定詞が補語）

S V C

Thetroubleisthathedoesn'tknowhowtodoit． （名詞節が補語）

S V C

第2文型で用いられる動詞として，次のものをあげておこう。

become,get=「～になる｣, remain,stay=「～のままであり続ける」

なお，次の動詞も補語として形容詞を取り, S+V+Cの第2文型を構成する。

smen～＝「～なにおいがする｣, taste～＝「～な味がする｣，

look～＝「～のように見える｣，

sound～＝「聞いた感じでは～にように思われる」

(例) Thestorysoundstrue
S V C

｢その話は聞いた感じでは本当のように思われる｡」

[3］第3文型:S+V+O

Marylikesmusicverymuch． （名詞が目的語）
S V O

Irememberseeinghimsomewhere. (動名詞が目的語）
S V O

JanebelievesthatshewillsucCeedintheattempb(名詞節が目的語）
S V O

Wedon'tknowwhyheisabsenttoday
S V O

(名詞節が目的語）
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’
[4］第4文型:S+V+O+O

Myfathergavemethiswatchonmybirthday. (名詞が直接目的語）
’

S V O ‘O

JohntoldusthathehadmetJanethedaybefore. (名詞節が直接目的語）
S VO O

Maryaskedmeiflwouldgotherewithherthenextday． （名詞節が直接目的語）

’
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第4文型で用いられる主な動詞として，次のものをあげておこう。

giveAB=｢AにBを与える｣，

askAB=｢AにBをたずねる｣，

showAB=｢AにBを見せる・示す｣，

findAB=｢AにBを見つけてやる｣，

buyAB=｢AにBを買ってやる｣，

allowAB=｢AにBを与える｣，

tellAB=｢AにBを話す．教える｣，

teachAB=｢AにBを教える｣，

sendAB=｢AにBを送る｣，

makeAB=｢AにBを作ってやる｣，

bringAB=｢AにBを持って来る｣，

denyAB=｢AにBを与えない」など。

’

なお, S+V+O+Oの第4文型を, [動詞十直接目的語十前置詞十間接目的語］の

形にして, S+V+Oの第3文型で書き表すことができる。その場合，前置詞に注意の

こと。

(1) toを用いる動詞=give,tell,teach,show, send,bring,allowなど

(2)forを用いる動詞=find,make,buyなど

(2)ofを用いる動詞=ask

（例) Hegavemethiswatch．=Hegavethiswatchtome.

Heboughtmeadictionary.=Heboughtadictionary.forme.

Heaskedmeaquestion．=Heaskedaquestionofme.

凸

，

入

り

ｌ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

７

６

■

■

日

日

Ⅱ

Ⅱ

９

９

凸

二

■

０

９

１

０

Ⅱ

１

１

１

９

“

■

１

．

日

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

９

０

日

０

０

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
’
１
１
，
１
眼
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
９
９
０
ｑ
０
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
’
‐
’
‘
！
’
‐
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
０
０
‐
０
１
，
６
１
，
‐
・
Ｉ
‐
！
‘
‘
ｌ
ｌ
０
ｏ
Ｉ
Ｉ
ｖ
ｘ
１
ｉ
０
０
，
６
‘
Ｏ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１

[5］第5文型:S+V+O+C

Ifoundthebookveryinteresting. (形容詞が補語）
－－

S V O C

Weelectedhimchairman． （名詞が補語）

S V O C

Ifoundthedoorbroken.

S V O C

(過去分詞が補語）
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Isawhimwalkingalongthestreet. (現在分詞が補語）
S V O C

Hemadeuscleantheroom. (動詞原形が補語）
－－－

S V O C

第5文型で用いられる主な動詞をあげておこう。

一

makeAB=｢AをBにする｣，

thinkAB=｢AがBだと思う」，

appointAB=｢AをBに任命する｣，

leaveAB=｢AをBのままにしておく」

findAB=｢AがBだとわかる・思う」，

electAB=｢AをBに選出する｣，

keepAB=｢AをBにしておく」，

なお，特に次のものに注意。

see,hear,feel+目的語十現在分詞＝「～が一しているのを見る・聞く ．感じる」

see,hear,feel+目的語十過去分詞＝「～が－されるのを見る・聞く ．感じる」

see,hear,feel+目的語十動詞原形＝「～が一するのを見る・聞く ．感じる」

make+目的語十動詞原形 ＝「～に－させる」

これらの知覚動詞，使役動詞においては， 目的語の後に来る部分は補語となる。

(例)Wesawhimswimminginthepool． （現在分詞が補語）
S V O C

｢我々は彼がプールで泳いでいるのを見た｡」

Iheardmynamecalled． （過去分詞が補語）
S V O C

｢私は自分の名前が呼ばれるのを聞いた｡」

Iheardsomeonecryforhelp. (動詞原形が補語）
S V O C

｢私はだれかが助けを求めて叫ぶのを聞いた｡」

Hemademesignthepaperagainstmywill.
S V O C

｢彼は私の意に反してその書類に署名させた｡」

－3－
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’

’
第2課時 制 ！

’

（ 1 ） 完了時制のまとめ

ここではまず，現在完了・過去完了・未来完了の3つの完了時制の確認をしよう。

’

[A]現在完了

l .現在までの動作の完了

「もう～してしまった， もう～し終えている，今～したところだ」

Thebushasjuststarted.

＝｢バスは今出たところだ｡」

2．過去の動作の現在における結果

「～して今は一だ，～した結果，今一だ，～してしまった」

MyfatherhasgonetoEngland.

＝｢父はイギリスに行ってしまった。 （その結果今ここにはいない｡)」

3．現在までの経験

「今までに～したことがある」

HaveyoueverbeentoNewYork？ ‘

＝｢今までにニューヨークに行ったことがありますか｡」

4．現在までの動作・状態の継続

「今までずっと～である，ずっと～している，ずっと～し続けている」

Ihavebeenillinbedsinceyesterday.

＝｢私は昨日からずっと病気で寝ている｡」

Ihavebeenstudyingsincelastnight.

＝｢私は昨夜からずっと勉強し続けている｡」

上の例文のように，その動詞が進行形にできる動詞である時には，継続を表す時に

は，現在完了進行形(=havebeen～ing)を用いる。

｜

’

１
１

[.B]過去完了

1 ．過去のある時点までの動作の完了・結果

「(その時までには） もう～してしまっていた」

DayhadalreadybrokenwhenwereachedthetopofMt.Fuji

－4－



＝｢我々が富士山の頂上に着いた時には， もう夜が明けていた｡」

2．過去のある時点までの経験

「(その時までに）～したことがあっ.た」

Hehadneverfallenilluntilthen.

＝｢彼はその時まで病気をしたことがなかった｡」

3．過去のある時点までの動作・状態の継続

「(その時点まで）ずづと～であった，ずっと～していた」

HehadbeenambassadortoltalyforfiveyearsuntilhecamebacktoJapan.

＝｢彼は日本に帰って来るまで， 5年間駐イタリア大使であった｡」

Thehousehadbeenburnmgnearlytwentyminuteswhenthefireengine

canle．

＝｢消防自動車が来た時には，その家は20分近く燃えていた｡」

この継続の場合には，下の例文のように，進行形にできる動詞の時には，過去完了

進行形(=hadbeen～ing)を用いる。

4．大過去：「過去のある出来事よりも更に以前の出来事を表す」

「(その時よりももっと以前に）～した」

Hegavemethemagazinewhichhehadread.

＝｢彼は読んだ本を私にくれた｡」

この場合， 「彼が読んだ」のは「私にくれた」という過去の時よりももっと以前の

ことである。そこで，過去完了が用いられる。

Cf.Hereadamagazine,andgaveittome,

この場合も， 「読んだ」という方が， 「私にくれた」のよりももっと以前のことでは

あるが， このように時間的な順序に従って表す時には，過去完了を用いなくてよい。

[C]未来完了

1 ° ある未来の時点までの動作の完了・結果

「(その時までには）～してしまっているだろう，～し終えているだろう」

Iwillhavefinishedmyhomeworkbyseveno'clockthisevening.

＝｢私は今夜7時までには，宿題をやり終えているだろう。」 ‘

2．未来のある時点までの経験

－5－

ー一弓



■
闘
慰
贋
蹴
ｋ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ

「(その時までには).～したことになる」

Ifheentersthespeechcontestagain,hewillhaveentereditthreetimes.

＝｢もしもその弁論大会にもう一度参加すると，彼は3回参加したことになる｡」

3．未来のある時点までの動作・状態の継続

「(その時まで）ずっと～であるだろう，ずっと～しているだろう」

Wewillhavehadrainyweatherforfivedaystomorrow.

＝｢明日で5日間雨天が続いていることになる｡」

WewillhavebeenstudyingEnglishforfiveyearSnextyear.

＝｢我々は来年で5年間英語を勉強していることになる｡」

この継続の場合には，上の例文のように，進行形にできる動詞の時には，未来完了

進行形(=wnlhavebeen～ing)を用いる。

注意すべき時制の扱い

時制の一致による[would+動詞原形］

HelensaidthatshewouldleaveforParisthenextday.

(2）

1

＝「ヘレソは，次の日にパリに出発すると言っていた｡」

ここで注意すべきは， 「ヘレソがパリに出発する」ということは過去のことである

が， 「ヘレンがそのように言った過去の時には， まだパリに出発していなかった｣，言

い換えると， 「ヘレソがそのように言った過去の時から見ると，パリに出発するとい

うのは未来のこと」だということである。 このような場合には， その動詞を，

[would+動詞原形］で表す。

以下にもう一つ例文を添えよう。

Tombelievedthathewouldsucceedintheattempt"

＝「トムは， 自分がその試みに成功すると信じていた｡」

この場合にも， 「信じていたという過去の時には， まだ成功していなかった｣， 言い

換えると， 「信じていたという過去の時から見ると，成功するというのは未来のこと」

’なのである。そこで, [wouldsucceed]となる。

2．副詞節か名詞節かによる時制の扱いの違い

まず基本事項の確認のために，次の例文を出そう。

Iwillfinishmyhomeworkbeforehecomesback.

－6－
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＝「彼が帰って来る前に，私は宿題を終えるだろう｡」

ここで注意すべきは， 「彼が帰って来る」というのは「未来のこと」だということ

である。 しかしながら，それが「未来のこと」であるにもかかわらず，英文中では，

[comes]と現在形で表されている。それは, beforeによって導かれる節が，時を表

す副詞節だからである。このように, before,after,until, till,assoonas,bythe

timeなどの接続詞（句）によって導かれる，時・条件を表す副詞節中では，それが

未来のことであっても，未来時制を用いずに，現在時制を用いるのである。以下にも

う一つ例文を添えよう。

Shewillcallyouupassoonasshegetsthere.

＝｢彼女はそこに着いたらすぐに， あなたに電話をかけて来るだろう｡」

ここでも， 「そこに着く」のは「未来のこと」であるが， assoonasに導かれる，

時を表す副詞節中であるので, getsと現在形が用いられている。

さて以上のように，その基本を確認したら，次の発展に移ろう。そこで， まず次の

英文に注目してもらいたい。

l.IwillgivethismessagetoJohnwhenhecomes.
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2．DoyouknowwhenshewillcomebackP
－

3． Ifitisfine,wewingoonapicnictomorrow.
－－

4.Nobodyknowsifshewilltakepartinthecontest.

それぞれの英文中のwhen, ifの後に来る英文の内容は未来のことである。 1 , 2

では，同じwhenの後に続く未来のことを表す英文が, lでは現在形で, 2では未

来形で表されている。また， 3， 4では，同じifの後に続く未来のことを表す英文

が， 3では現在形で， 4では未来形で表されている。それは1 ， 3ではwhen, ifに

導かれる節が，時・条件を表す副詞節であり， 2，4ではwhen, ifに導かれる節が

名詞節だからである。この点は，その訳を手掛かりにして，次のように覚えておこう。

A.同じwhenでも，

「～時に」と訳される時には，時を表す副詞節であるので，未来時制を使うこと

はできず，現在時制を用いる。

「いつ～か｣と訳される時には，名詞節であるので，未来時制を使うことができる。

B.同じifでも，

「もしも～ならば」と訳される時には,条件を表す副詞節であるので，未来時制
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を使うことはできず,現在時制を用いる。

「～かどうか」と訳される時には，名詞節であるので，未来時制を使うことがで

きる。

さて，以上の点を和訳で確認してみよう。

． 「ジョソが来た時に， この伝言を渡しておきましょう｡」 （副詞節）

． 「彼女がいつ戻って来るか， あなたは御存知ですか｡」 （名詞節）

． 「もしもお天気がよかったならば，我々は明日ピクニックに行きます｡」 （副詞節）

１
２
３
４ ｢彼女がコンテストに参加するかどうか，だれも知らない｡」 （名詞節）

－8－
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第3回態

（ 1 ） 受動態の書き換えに際しての時制の扱い

受動態に書き換えるに際して, [be+過去分詞］の部分をどのように書き表すかは，

重要なポイントである。そこで， まずその点の確認から始めよう。

次の各文を受動態に書き換えてみよう。

l.Theywillbuildanewlibrarynearthestation.

They.arebuildinganewlibrarynearthestation.
●
●
●

２
３
４

Theywerebuildinganewlibrarynearthestation.

Theyhavebuiltanewlibrarynearthestation.

問題文の時制に応じて，受動態の[be+過去分詞］の部分は次のようになる。

1 ． ［助動詞十動詞原形］→［その助動詞+be+過去分詞］

2．［現在進行形] -[am,are, is+being+過去分詞］

3． ［過去進行形］ →[was,were+being+過去分詞］

4． ［現在完了］ ‐[have,has+been+過去分詞］

そこで， 1～4の各文を受動態に書き換えると，次のようになる。

1.Anewlibrarywillbebuiltnearthestation.

2．Anewlibraryisbeingbuiltnearthestation.

3.Anewlibrarywasbeingbuiltnearthestation.

4．Anewlibraryhasbeenbuiltnearthestation.

受動態の書き換えの基本

次の各文を受動態に書き換えて承よう。

Hewrotetheletterinhisroomthedaybeforeyesterday.

Hewillgivemeanewbook.

PeoplecallmybrotherJimmy.

以下にそのポイントと答えを示そう。

. [S+V+O]の第3文型の場合には，その目的語を主語にして作る。

(2）

●
●
●

１
２
３

I1

Theletterwaswrittenbyhiminhisroomthedaybeforeyesterday.

なお， このように，能動態の文の主語（＝行為者）を残す場合には，場所や時間を

－9－



示す副詞(句）の前に置かれることに注意。

2. [S+V+O+O]の第4文型の場合には， その一方の目的語を主語にし， もう一

方の目的語は過去分詞の後に置く。

Iwasgivenanewbookbyhim. （間接目的語を主語）

Anewbookwasgivenmebyhim. (直接目的語を主語）

3. [S+V+O+C]の第5文型の場合には，その目的語を主語にし， ,補語は過去分

詞の後に置く。

MybrotheriscalledJimmy.

なお， このように，能動態の文の主語（＝行為者）が, people,we, theyのよう

に，不特定多数の人々である時， または, someone,somebodyのように特定できな

い時には，その行為者を, [by～]の形で残さないのが普通である。

（3） 注意すべき受動態

ここでは，入試で特によく取り上げられる受動態をまとめよう。

次の各文を受動態に書き換えてみよう。

イ．Mr・Greenmadeuscleantheroom.

p.Wehaveneverseenhimgetangry.

ハ.Theboyswerelaughingatthegirl.

=.Allthepeopleinthistownlookuptohim.

ホ.Pleaseopentheboxatonce.

以下にそのポイントと答えを示そう。

l.[make+A+動詞原形=Aに～させる］の，使役動詞の場合

=[A+be+made+to+動詞原形］

この場合には， 「～に」に当たる目的語を主語にし, [be+made]の後に，問題文

では原形で与えられている動詞を, [to+原形］の形で置く。

イ.WeweremadetOcleantheroombyMr.Green.

2.[see, hear, feel+A+動詞原形==Aが～するのを見る・聞く ．感じる］の，知覚

動詞の場合

=[A+be+seen,heard,felt+to+動詞原形］

この場合には， 「～が」に当たる目的語を主語にし, [be+seen,heard,felt]の後
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に，問題文では原形で与えられている動詞を, [to+原形］の形で置く。

D.Hehasneverbeenseentogetangry.

問題文が現在完了であること，問題文の主語（＝行為者）が，不特定多数の人々

を表すweであるので, [by～］がないことにも注意。

3．動詞句の場合

次のような， ［動詞十その他の語(句)］から成る動詞句の場合には，注意が必要で

ある。

laughat～＝｢～を笑う｣, lookupto～＝｢～を尊敬する｣, lookdownupon(on)

～＝｢～を軽べつする｣, doawaywith～＝｢～を廃止する｣, speakto～＝｢～に話

しかける｣, sendfor～＝｢～を呼びに人をやる」

これらの動詞句の場合には，動詞の後に続くその他の語(句）をそのまま過去分詞

の後に置く。さらに，能動態の文の主語(＝行為者)を表す時には, [by～］とする。

結果的に前置詞が2つ並ぶために， このbyを省いてしまう間違いをよく見受ける

が，省かないよう注意すること。

ハ． Thegirlwasbeinglaughedatbytheboys.

二.Heislookeduptobyallthepeopleinthistown.

4．命令文の場合

[l +目的語+be+過去分詞］の形にする。

ホ. Pleaselettheboxbeopened.

この場合， 目的語に続くbeは， いつでも原形であることに注意。また，行為者を

表す[by～］は不要である。

（4） 注意すべき[be+過去分詞十前置詞］

becoveredwith～ ＝「～で覆われている」 ，

beknownto～ ＝「～によって（～に対して）知られている」

beknownas～ ＝「～であるのを（～という名で）知られている」

beknownby～ ＝「～を見れば（をもとにして）－がわかる」

besatisfiedwith～ ＝「～に満足している」

besurprisedat～ ＝「～に驚く」

beinterestedin～ ＝「～に関心がある」

－11－
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beconvincedof～ ．＝「～を確信している」

beconcernedwith～ ＝「～に関係している，～に関心がある」

beconcernedabout～‘＝「～について心配している」

ThetopofthemountainiscoveredWithsnow.

｢頂上は雪で覆われている｡」

Heisknownasagoodpianisttoallthepeople.

｢彼はすべての人々によってピアノが上手であるのを知られている｡」

Amanisknownbythecompanyhekeeps.

｢付き合っている仲間を見れば，

Heisconcernedwithpolitics.

その人がわかる｡」

｢彼は政治に関心がある｡」

Weareconcernedaboutyourhealth･

｢我々はあなたの健康を心配している｡」

ノ
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第4課不定 詞

A.不定詞の用法

不定詞には，名詞的用法，形容詞的用法，副詞的用法，独立用法の4つがある。以下

にまとめてみよう。

（1） 名詞的用法： 「～すること」－主語， 目的語，補語として用いられる。

e.g.@Toteachistobelieve.

＝「教えるということは，学ぶことだ｡」

cf・ Itisimpossibleforhimtofinishtheworkinaday.

＝「彼がその仕事を一日でやり終えるのは不可能だ｡」 （主語）

②Mr.Brownpromisedustotakeustothemuseum.

＝「ブラウンさんは，我々をその博物館に連れて行くと約束した｡」

（動詞promiseの直接目的語）

③Thebestwayistodoonethingatatime.

＝「最もよい方法は，一度に一つのことをすることだ｡」 （補語）

(2) 形容詞的用法： 「～するべき，～するための，～することができる，～する」

出の名詞を修飾する。

e･g．①Ihavealotofworktodoathometoday.

＝「今日は，家でするべき仕事がたくさんある｡」

②Pleasegivemesomethingtowritewith.

「何か書く （ための）物を貸して下さい｡」

③Mr・Brownistheonlymantorelyon.

－前

＝「ブラウンさんは，信頼することができる唯一の人だ｡」

④Hehasmanygoodfriendstohelphim. 、

＝「彼には，彼を助けてくれる多くのよい友人がいる｡」

(3) 副詞的用法：

1 ． 目的： 「～するために，～するように」

e､g.Heworkshardtopasstheexaminationnextyear.

=Heworkshardinordertopasstheexaminationnextyear.

=Heworkshardsoastopasstheexaminationnextyear.

－13－
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＝「彼は，来年試験に合格するように，一生懸命勉強している｡」

2．原因： 「～して，～することができて」

e.g.@Shewassurprisedtoseehimcomeoutoftheroom.

＝「彼女は，彼がその部屋から出て来るのを見て驚いた｡」

②Iamverygladtoseeyouagain,

＝「私は， またあなたにお会いすることができて， とても嬉しいです｡」

3．理由･･根拠： 「～するとは，～するなんて」

e.g.@Hewasveryclevertoleavehereearly.

＝「ここを早く出発したとは，彼も抜け目ない男だ｡」

②Youareverykindtosayso.

＝「そうおっしゃって下さるなんて， あなたはご親切な方だ｡」

4．結果： 「－して，その結果～，－して～」一前から順に訳される。

その多くは決まった形で用いられるので，熟語のように覚えておこう。

e.g.@Shegrewuptobeafamouspianist.

＝「彼女は成長して，有名なピアニストになった｡」

growupto+動詞原形＝「大人になって～する，成長して～する」

②Helivedig_LEeightyyearsoldi

＝「彼は80歳まで生きた｡」

livetobe～yearsold=「～歳まで生きる，長生きして～歳になる」

③Heawoketofindhimselflyingonthesofa.
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＝「目を覚ますと，彼はソファーに横になっていた｡」

awoke(up)tofind～＝「目を覚ますと～だった」

‐④Heworkedharddayafterday,onlytofail.

＝「彼は来る日も来る日も一生懸命努力したが，結局の所，失敗した」

-onlyto+動詞原形＝「－したが，結局の所～だった」

5．条件： 「もしも～ならば」

e､9．TohearhimspeakEnglish,youwouldtakehimforanEnglishman

＝「彼が英語を話すのを聞いたら， あなたは彼のことをイギリス人と間違え

るだろう。」

6．その法：次の慣用句も副詞用法である。
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e.g.@TomwastoobusytQgotherewithus.

＝「トムはあまりに忙しすぎて，我々と一緒にそこに行くことができなか

った｡」

too～(forA)to+動詞原形＝「あまりに～なので, (Aは）－できない」

②Theproblemwaseasyenoughforhertosolve.

＝「その問題は，彼女に解くことができる位簡単だった｡」

~enough(forA)to+動詞原形

=｢(Aが）－することができる位～，大変～なので(Aは）－することが

できる」

③Heworkedsohardastofinishitinanhour.

＝「彼はとても熱心に仕事をしたので，それを一時間でやり終えた｡」

so～asto+動詞原形

＝「ｰすることができる位～，大変～なので－することができる」

(4)独立方法：文の他の部分から比較的独立して用いられ，文全体を修飾する。

e.9.@Totellthetruth,Idon'tlikehim.

＝「実を言うと，私は彼が好きではない｡」

②Tomakemattersworse, itbegantorain.

＝「さらに悪い事には，雨が降り始めた｡」

③Tobefrankwithyou,Idon'tlikehimatall.

＝「率直に言うと，私は彼のことが気に入っていない｡」

④Strangetosay,thedooropenedofitself.

＝「おかしな話だが， ドアはひとりでに開いたのだ｡」

B. [be+to一不定詞］

［主語+be+to+動詞原形］の形は， 「～は－することだ｣， 「～は－することになっ

ている（予定)｣， 「～は－すべきだ（義務)｣， 「～は－することができる（可能)｣， 「～

は－することになる．～は一する運命だ（運命)」という5通りの訳し方が考えられる。

そのいずれであるかは，その内容から決めることになる。以下に例文を添えよう。

(1)Hisaimistoriseintheworld.

＝「彼の目標は出世することだ｡」 ． 〃
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(2)IamtomeetMr..Greenatsixtonight.

＝「私は今夜6時にグリーソさんに会うことになっている｡」 （予定）
●

(3)YouaretoloveyourneighborsasyoUloveyourself.

＝「あなたは， 自分を愛するのと同じように，隣人を愛すべきだ｡」 （義務）

(4)Notataxiwastobefoundinthestreet.

＝「その通りには， タクシーを一台も見つけることができなかった｡」 （可能）

(5)Helefthistownandwasnevertocomebackagain.
－

＝「彼は町を去り，二度と再び戻って来ない運命であった｡」 （運命）

C.注意すべき不定詞のポイント

次の各文を和訳してみよう。

(1) a.IwanttoseeMr.Creen.

b・ IwantyoutoseeMr.Creen.

(2)Heaskedmewhichbooktoread.

(3) a・ Itisimpossibleforustolivewithoutwater.

b・Itwasverycarelessofyoutosaysuchathing.

(4) a.Heseemstolbeverytired.

b.Heseemstohavebeenverytired.

（1）次の違いに注意：

a． [wantto+動詞原形＝～したいと思う］

b.[want+目的語+to+動詞原形＝－に～してもらいたいと思う］

そこで， aは， 「私はグリーソさんに会いたいと思っている」となり, bは， 「私

はあなたにグリーンさんに会ってもらいたいと思っている」となる。

(2) ［疑問詞+tO-不定詞］の訳し方

［疑問詞+to-不定詞］を訳す時には， 「～すべきか，～したらよいのか」となるこ

とに注意。そこでこの文は， 「彼は私にどちらの本を読むべきかとたずねた」と訳さ

れる。ここで注意すべきは， この訳から明らかなように， この場合， 「本を読む」の

は「彼」だということである。つまり， この文は次の英文と同じ意味を表しているの

である。

Heaskedmewhichbookheshouldread．=Hesaidtome, .@Whichbook

－16－
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shouldIreadP，，

この時に， 「彼は私にどちらの本を読むかとたずねた」と訳してしまうと， 「本を読

む」のは「私」になってしまい, [HeaskedmewhichbookIwouldread．=He

saidtome.“WhichbookwillyoureadP"］の意味になってしまうのである。

(3) [to+動詞原形］と[tohave+過去分詞］

不定詞には， aの[tobe]のように, [to+動詞原形］の形と, bの[tohave

been]のように, [tohave+過去分詞］の形の2つがある。後者は［完了不定詞］

と呼ばれる。その違いを次のように覚えておこう。

a・ to+動詞原形＝「～である，～している，～する」 ：述語動詞と同時の時制を表

す。つまり，述語動詞が現在形である時には現在形に，述語動詞が過去形である時

には過去形に書き換えられる。

そこでaの文は， 「彼は幸福であるように思われる」と訳される。 Itseemsthat

の構文で書き換えると, [tobe]という [to+動詞原形］の不定詞は，述語動詞が

seemsと現在形であるので，現在形に書き換えられ, [Itseemsthatheisvery

happy.]となる。

b. tohave+過去分詞＝「～であった，～していた，～した」 ：述語動詞よりも－

時制前を表す。つまり，述語動詞が現在形である時には過去形または現在完了に，

述語動詞が過去形である時には過去完了形に書き換えられる。

そこでbの文は， 「彼は幸福であったように思われる」と訳される。 It seems

thatの構文で書き換えると, [tohavebeen]という [tohave+過去分詞］の不

定詞は，述語動詞がseemsと現在形であるので；過去形または現在完了に書き換

えられ[Itseemsthathewasveryhappy.],または, [Itseemsthathehas

beenveryhappy.]となる。

D・不定詞の書き換え

(1)TheboxwastooheavyfOrhertolift.

=Theboxwassoheavythatshecouldn'tliftit.

＝「その箱はあまりに重かったので，彼女は持ち上げることができなかった｡」

この場合，全体の主語のTheboxを指す代名詞のitが, [too～to-]構文の場

合には，不定詞toliftの目的語として書き表されないが, [so～that-]構文の場
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合には, that一節のcouldn'tliftの目的語として書き表されることに注意。

(2)Thebookwaseasyenoughformetoreadwithoutadictionary.

=Thebookwassoeasythatlcouldreaditwithoutadictionary.

＝「その本は，私が辞書なしで読むことができる位簡単だった｡」

この場合も，全体の主語Thebookを指す代名詞のitについて, (1)と同じことが

当てはまることに注意。

(3)Helenransofastastocatchthebus,

=Helenransofastthatshecouldcatchthebus.

＝「ヘレンは大変速く走ったので，バスに間に合うことができた｡」

(4)Tomworkedveryhard(inorder)tosucceedinbusiness.

=Tomworkedveryhardsothatshemightocouldsucceedinbusiness.

＝「トムは，商売に成功するために，一生懸命働いた｡」

「～するために，～するように」 （目的)=sothat+主語+may･can+動詞原形

なお, [so that]の前に来る主節が過去時制の時には,may, canはmight,

couldになる。

(5)Tomseemedtobeveryrich.

=ItseemedthatTom,wasveryrich.

＝「トムはとても裕福であるように思われた｡」

(6)Janeseemedtohavebeenanxiousaboutit.

=ItseemedthatJanehadbeenanxiousaboutit.

＝「ジェーンはそれについて心配していたように思われた｡」

◆(5)， (6)については, Cの(3)を参照のこと。 (5)の[tobe]は，述語動詞がseemed

と過去形であるので，wasと過去形になっている。一方, (6)の[tohavebeen]は，

述語動詞がseemedと過去形であるので, hadbeenと過去完了になっている。
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第5課動名 詞

A.動名詞の用法

（1）主語・補語・動詞または前置詞の目的語として用いられる。

1．Knowingisonething,andteachingisquiteanother.

「知っているということと教えるということとは，全く異なる｡」 （主語）

2．Hishobbyiscollectingstamps.
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：､．． 「彼の趣味は切手を集めることだ｡」 （補語）

3． Irememberseeinghimsomewhere.

「どこかで彼に会った記憶がある｡」 （動詞rememberの目的語）

4． Johnwentawaywithoutsayingaword.

「ジョンは一言も言わずに去って行った｡」 （前置詞withoutの目的語）

(2) 名詞の前に置かれて用途を表す。

1．Thatisasleepingcoach.

「あれは寝台車だ｡」－「眠るために用いられる車両」

2． Johnwenttothesmokingroom.

｢ジョンは喫煙室に行った｡」－「たばこを吸うために用いられる部屋」

ただし，次の場合には形容詞的用法の現在分詞である。

3.Lookatthatsleepingbaby.

「あの眠っている赤ちゃんをごらんなさい｡」

4.ThesmokingmanisTom'sfather.

｢たばこを吸っている男性はトムのお父さんだ｡」

B・ 目的語としての動名詞と不定詞

動詞の中には，例えば, decideやplanのように，その目的語として不定詞しか取

らない動詞と，動名詞しか目的語に取らない動詞がある。以下に，具体例をあげよう。

(1) 目的語に不定詞しか取らない動詞-agree,decide,expect,hope,wanhwish,

desire,plan,pretend,promise,offerなど。

(2) 目的語に動名詞しか取らない動詞一一mind, enjoy, giveup,avoid, admit,

escape,finish,repent,denyなど。
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(3) 目的語に不定詞を取るか，動名詞を取るかで意味が変わる動詞

J.tryto+動詞原形＝「～しようと努力する，～しようとする」

try+～ing=「試しに～してみる」

ロ. rememberto+動詞原形＝「忘れずに～する」

remember+～ing=「～したのを覚えている」

ハ. forgetto+動詞原形＝「～するのを忘れる，忘れてしまって～しない」

forget～ing=「～したのを忘れている，～したのを覚えていない」

なお，次のものにも注意のこと。

stopto+動詞原形＝「～するために立ち止まる，立ち止まって～する」

stop+～ing=「～するのをやめる」

StOpに続く不定詞は， 目的語となる名詞的用法ではなくて， 「～するために」

目的を表す副詞的用法の不定詞である。

（例)Itriedtoopenthebox,butlcouldn't.

「私はその箱を開けようとしたが，できなかった｡」

Itriedopeningthebox,andfoundabookinit.

「私は試しにその箱を開けてみた。すると，中には本が入っていた｡」

Pleaseremembertopostthisletteronyourway.

「忘れずに途中でこの手紙をポストに入れて下さい｡」

Iremembervisitingyourhousewhenlwasachild.

「子供の時分にお宅におじゃましたのを覚えております｡」

という

C.動名詞を含む重要表現

l.It'snousepersuadinghimtogotherewithus.

「彼に我々とそこに行くよう説得してもむだだ｡」

It'snouse～ing=It'snogood～ing=「～してもむだだ」

2． Idon'tfeellikeeatinganything.

‘ 「何も食べる気がしない｡」

feellike～ing=「～したい気分だ」

3．Mycatcamenearbeingrunoverbyacar.

=Mycatcameclosetobeingrunoverbyacar.
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=Mycathadanarrowescapefrombeingrunoverbyacar.

「家の猫はもう少しのところで車にひかれる所だった｡」

comenear～ing=comecloseto～ing=haveanarrowescapefrom～ing

＝「もう少しで～しそうになる，危うく～しそうになる」

なお， この場合に， 「～されそうになる」という時には, [being+過去分詞］とす

る。

4.Mybrotherisnotusedtospeakinginpublic.

､ '.｢兄は人前で話すのに慣れていない｡」

beusedto～ing=「～するのに慣れている」

5． I'mlookingforwardtoseeingyouagain.

「またお目にかかるのを楽しみにしております｡」

lookforwardto～ing=「～するのを楽しみに待つ」

6.Wouldyoumindtellingmethewaytothestation?

「駅に行く道を教えて下さいませんか｡」

Wouldyoumind～ing=「～して下さいませんか」

この依頼に対して， 「ええ，いいですよ」と答える時には, [Notatall.Ofcourse

not.Certainlynot.]など，否定の答え方をすることに注意。

7．Mymotherisbusypreparingdinnerforguests.

「母はお客様方のお食事をご用意するので忙しい｡」

bebuSy～ing=「～するので忙しい，慌ただしく～する」

8．Kyotoisworthvisitingatleastonce.

「京都は少なくとも一度は訪ねてみる価値がある｡」

beworth～ing=「～する価値がある」

9．Thereisnoknowingwhatmayhappeninthefuture.

=Itisimpossibletoknowwhatmayhappeninthefuture.

「将来何が起こるかを知ることは不可能だ｡」

Thereisno～ing=Itisimpossibleto+動詞原形＝「～することは不可能だ」

10． Itgoeswithoutsayingthathealthisabovewealth.

=Needlesstosay,healthisabovewealth.

「言うまでもなく，健康は富にまさる｡」

’
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Itgoeswithoutsayingthat～=Needlesstosay,～＝「言うまでもなく～」

11． Imakeapointoftakingawalkbeforebreakfast.

=ImakeitaruletOtakeawalkbefOrebreakfast.

makeapointof～ing=makeitaruleto+動詞原形＝「～することにしている」

12．Thetrainwasonthepointofleaving.

=Thetrainwasabouttoleave.

「列車は今にも発車しようとしていた｡」

beonthepointof～ing=beaboutto+動詞原形＝「今にも～しようとしている

所だ」

13．Yourwatchneedsmendingatonce.

=Yourwatchneedstobemendedatonce.

「君の時計はすぐ･に修理される必要がある｡」

need+原形+ing=needtobe+過去分詞＝「～される必要がある」

14.Ican'thelplaughingatthestrangesight.

=Icannotbutlaughatthestrangesight.

「私はその奇妙な光景を見て，笑わずにはいられない｡」

cannothelp～ing〒cannotbut+動詞原形＝「～せずにはいられない」

15．HowaboutgoingforawalkP

＝WhatdoyousaytogoingforawalkP

「散歩に行きましょうよ｡」

Howabout～血g?=Whatdoyousayto～ing?=「～しましょう」

16．Thisisthesweaterofherownknitting.

「これは彼女が自分で編んだセーターだ｡」

ofone'sown～mg=「－が自分で～した」

17.Inever(can't)seethispicturewithoutrememberingmyparents.

「私はこの写真を見るといつでも，両親のことを思い出す｡」

‘never～without-ing=can't～wihtout-mg=「～するといつでも－」

18.MybrotherwenttoAmericaforthepurposeofstudyingchemistry.

=MybrotherwenttoAmericainordertostudychemistry.

「兄は化学を研究するためにアメリカに行った｡」
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forthepurposeof～ing=withaviewto～ing=withtheviewof～mg

=inorderto+動詞原形=soasto+動詞原形＝「～するために」 （目的）

19.Ididn'tcallonyouforfearofdisturbingyou.

「ご迷惑をおかけしてはいけないと思い，お訪ねいたしませんでした｡」

forfearof～mg=「～しないように，～するといけないので」

20．Oncominghome,Johnturnedontheradio.

「家に帰るとすぐ･にジョンはラジオをつけた｡」

‘･on,～ing=「するとすぐに」

21..Urgentbusinesspreventedmefromgoingtotheconcert.

「急用のために，私はコンサートに行くことができなかった｡」

ApreventBfrom～ing

＝「AはBが～するのを妨げる．予防する,AのためにBは～できない」

22. Johninsistedonmypayingthemoneyatonce.

「ジョンは私がそのお金をすぐに支払うべきだと主張した｡」

●

D.動名詞の意味上の主語

次の2つの英文を比較しよう。

1. Johnisproudofbeingverygoodattennis.

2． Johnisproudofherbeingverygoodattennis.

この2つの英文の違いは，動名詞beingの前にherがあるかないかである。 lの場

合には， 「ジョンは， （自分が）テニスをするのが非常に上手であるのを自慢している」

となる。 2の場合には， 「ジョソは，彼女がテニスをするのが非常に上手であるのを自

慢している」となる。 1の場合には， 「テニスをするのが非常に上手である」のは，主

語のJohnである。それに対して, 2の場合には， 「テニスをするのが非常に上手であ

る」のは, herである。このように，その動名詞の意味上の主語が，文全体の主語と異

なるために，それを明示することが必要な場合には，意味上の主語を，その動名詞の前

に，所有格か目的格の形で置く。

E、 ［原形+ing]と[having+過去分詞］の動名詞の違い。

1．Maryisashamedofknowingnothingaboutit.
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2,Maryisashamedof.havingknownnothingaboutitatthattime.

1の英文では, knowingという，動名詞の原形に-ingをつけた動名詞が, 2の英文

では, havingknownという, having+過去分詞の動名詞が用いられている。その違

いを，次のように覚えておこう。

l . [原形+ing]=述語動詞と同時: [～である，～している，～する」

そこで，述語動詞が現在形の時には現在形に，過去形の時には過去形に書き換えら

れる。

2.[having+過去分詞]=述語動詞よりも一時制前: [～であった，～していた，～

した」

そこで，述語動詞が現在形の時には過去形か現在完了に，過去形の時には過去完了

に書き換えられる。

以上の2点を踏まえて和訳と書き換えを試みよう。

1 ． 「メアリーは，それについて何も知らないことを恥ずかしく思っている｡」

=Maryisashamedthatsheknowsnothingaboutit.

［原形+ing]のknowingは，述語動詞がisと現在形であるので，現在形の

knowsに書き換えられる。

2． 「メアリーは，その時,にそれについて何も知らなかったことを恥ずかしく思ってい

る｡」

=Maryisashamedthatsheknewnothingaboutit.

[having+過去分詞］のhavingknownは，述語動詞がisと現在形であるので，

過去形のknewと書き換えられる。

この点をさらに以下の例文で補強しよう。

3.Tomwasproudofbeingagoodbaseballplayer.

「トムは野球が上手であることを自慢に思っていた｡」

=Tomwasproudthathewasagoodbaseballplayer.

［原形+ing]のbeingは，述語動詞がwasと過去形であるので，過去形のwasに

書き換えられる。

4.Tomwasproudofhavingbeenagoodbaseballplayer.

「トムは野球が上手であったのを自慢に思っていた｡」

=Tomwasproudthathehadbeenagoodbaseballplayer.
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[having+過去分詞］のhavingbeen
過去完了のhadbeenに書き換えられる。

のhavingbeen

0

は，
述語動詞がwasと過去形であるので，
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第6課分 詞

A､分詞の用法

分詞のさまざまな用法を検討する前にまず，現在分詞と過去分詞の基本的な区別を確

認しておこう。基本的に，現在分詞は「～する側」を表し，過去分詞は「～される側」

を表す。以下にその例を示そう。

1． Iknowtheboyreadingabookoverthere.

｢私はそこで本を読んでいる少年を知っている｡」

2．MyfatherboughtanewcameramadeinJapan.
－

「父は日本で作られた新しいカメラを買った｡」

後程改めて解説するが, 1 , 2は共に形容詞的用法の分詞である。 1においては，現

在分詞が修飾しているtheboyは， 「本を読む側｣，つまり, ｢readする側」である。

そこで現在分詞が用いられている。それに対して2においては，過去分詞が修飾してい

るanewcameraは， 「作られる側｣，つまり, ｢makeされる側」である。そこで，過

去分詞が用いられている。

さて， このように，分詞の基本的な区別を確認した後，分詞のさまざまな用法・ポイ

ソトを確認しよう。

(1) [be+現在分詞］で進行形を, [be+過去分詞］で受動態を作る。

1． JohnwasplayingtenniswithMaryatthattime.

｢ジョソはその時メアリーとテニスをしていた｡」

2．ThisbookwaswrittenbyMr・Greeninl980.

｢この本はグリーソさんによって1980年に書かれた｡」

(2) [have+過去分詞］で完了形を作る。

l.Ihaveneverseensuchagoodmovieasthis.

「私は今までにこれ程よい映画を見たことがない｡」 （現在完了）

2．Whenlgottothestation,thetrainhadalreadyleft.

「私が駅に着いた時には，列車はもう出発してしまっていた｡」 （過去完了）

3． BythebeginningofnextmonthMr.Smithwillhavebeeninthehospitalfor

amonth.
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｢来月の初めで， スミスさんはlか月入院していることになる｡」 （未来完了）

(3) 名詞を修飾する形容詞的用法。

l.Lookatthesleepingbaby.

｢あの眠っている赤ちゃんをごらんなさい｡」

2．DoyouknowtheladytalkingwithMr・BrownoverthereP
－

「あそこでブラウンさんと話している女性を御存知ですか｡」

3． IreceivedamessagewritteninGermanthismorning.

・｢私は今朝， ドイツ語で書かれた伝言を受け取った｡」

このような形容詞的用法の分詞においては，現在分詞は「～する側」を表して， 「～

している，～する」と訳される。それに対して過去分詞は「～される側」を表して，

｢～される，～されている，～された，～されていた」と訳される。それぞれの文に

当てはめると, 1では, thebabyが「眠る側」であるので現在分詞が, 2では，

theladyが「話す側」であるので現在分詞が, 3では, amessageが「書かれる側」

であるので過去分詞が用いられている。

次に，形容詞的用法の分詞の位置も確認しておこう。分詞一語が名詞を修飾する時

には，修飾される名詞の前に置かれる。それに対して，分詞に他の語句が加わる時に

は，修飾される名詞の後に置かれる。 lでは, sleeping一語が修飾するので, baby

の前に置かれて, [thesleepingbaby]となっている。 2では[talkingwithMr.

Brownoverthere]が, 3では[writteninCerman]がそれぞれ名詞を修飾するの

で，修飾される名詞の後に置かれて, [theladytalkingwithMr.Brownover

there],[amessagewritteninCerman]となっている。

I

(4)主格補語， 目的格補語となる用法。

1． Johnsatwatchingtelevision.

｢ジョンはテレビを見ながらすわっていた｡」 （主格補語）

2.Mr･Smithsatsurroundedbyhischildren.

「スミスさんは子供達に囲まれてすわっていた｡」 （主格補語）

3. Johnkeptmewaitingsolong.

｢ジョンは私を長いこと待たせた｡」 （目的格補語）

4.I.foundthedoorbroken
-
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｢私はドアが壊されているのに気がついた｡」 （目的格補語）

lの文は, Johnが主語, satが動詞,watchingtelevisionが補語となる。また，

2の文も,Mr. Smithが主語, satが動詞, surroundedbyhischildrenが補語と

なる。つまり，それぞれ[S+V+C]の第2文型の英文である。それぞれの英文に

おいて, [watchingtelevision], [surroundedbyhischildren]の部分は主格補語

となっている。

主格補語となる分詞とは， このように, sit,stand,go,comeなどの動詞と共に用

いられて，現在分詞の場合には「～しながら，～して」という意味を，過去分詞の場

合には「～されながら，～されて」という意味を表すものである。なお， これらの分

詞は，付帯状況を表す分詞と考えることも可能である。

なお， 1の文においては，主語のJohnが「デレビを見る側」であること, 2の文

においては，主語のMr・ Smithが「子供達に囲まれる側」であることにも注意。

3の文は, Johnが主語, keptが動詞，meが目的語waitingが補語となる。 4

の文も, Iが主語, foundが動詞, thedoorが目的語, brokenが補語となる。つ

まり，それぞれ[S+V+O+C]の第5文型の英文である。それぞれの英文におい

て, [waiting], [broken]は目的格補語となっている

なお， 3の文においては， 目的語のmeが「待つ側」であること, 4の文におい

ては， 目的語のthedoorが「壊される側」であることにも注意。

(5)使役・受動のhave,getの目的格補語となる過去分詞。

l.Youhadbetterhaveyourwatchrepaired.

｢あなたは時計を修理してもらう方がいいですよ｡」

2． Ihadmycamerastoleninthetrain.

「私は列車の中でカメラを盗まれた｡」

3.Igotmyroomcleanedbymysister.

｢私は妹に部屋を掃除してもらった｡」

以上の英文は, [S+V+O+C]の第5文型である。 lでは,Youが主語, had

betterhaveが動詞, yourwatchが目的語repairedが補語である。 2では, Iが

主語hadが動詞,mycameraが目的語, stolenが補語である。 3では, Iが主語，

gotが動詞,myroomが目的語, cleanedが補語である。それぞれの目的語を検討
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すると, 1のyourwatchは「修理される側｣, 2のmycameraは「盗まれる側｣，

3のmyroomは「掃除される側」であることがわかる。そこで， それぞれ補語とし

て過去分詞が用いられているのである。

では，その目的語が「～する側」である時にはどうなるのか。そこで，以下の例文

に注目しよう。

4． Ihadmysisterturnontelevision.

「私は妹にテレビをつけてもらった｡」

5J.gotmymothertowashmyshirt.

｢私は母にシャツを洗濯してもらった｡」

4の文において， 目的語のmy sisterは「テレビをつける側」である。また，

5の文において， 目的語のmymotherは「洗濯する側」である。その目的語が

「～する側」である場合には，その補語として, haveの時には動詞原形を取り，

getの時にはto+動詞原形を取る。

以上の点を改めて次のようにまとめておこう。

イ． 目的語が「～される側」の時

have+目的語十過去分詞/get+目的語十過去分詞

＝「～を－してもらう，～を－される」

ロ． 目的語が「～する側」の時

have+目的語十動詞原形/get+目的語+to+動詞原形

＝「～に－してもらう，～に－させる」

(6)付帯状況を表すwithと共に用いる用法。

l.MarystoodwithherhairHyinginthewind.

｢メアリーは髪を風になびかせて立っていた｡」

2．Tomsatinanarmchairwithhiseyesclosed.

「トムは目を閉じて椅子にすわっていた｡」

このように, [with+目的語十現在分詞], [with+目的語十過去分詞］の形

で， 「～が－している状態で｣， 「～が－された状態で｣， 「～を－して」という意

味を表す。この場合も,withの目的語が， 「～する側」か「～される側」かで，

現在分詞と過去分詞の区別が決まるのであるが，注意しなければならないのは，
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｢～を－して」という日本語だけを手掛かりに考えると，現在分詞を用いるべき

時にも，過去分詞を用いてしまう危険性があるということである。 lの「髪を風

になびかせて」という日本語だけを手掛かりにすると， 「髪｣.は「なびかされる

側」になってしまい，過去分詞を用いてしまいかねない。 lの場合には, flyに

は「なびく」という意味はあっても， 「なびかせる」という意味はないのだから，

｢髪」は「なびく側」と考えるべきであり， そのように考えると，現在分詞の

flyingを用いることがわかる。また, 2の場合には， 「目」は「閉じられる側」

であるので，過去分詞のclosedを用いる。

B.分詞構文

（1） 分詞構文の意味

分詞構文とは基本的に， ［接続詞十主語十動詞］の代わりに用いられるものである。

分詞構文は，原因・理由，条件，譲歩，時，付帯状況を表す。以下に例を示そう。

1．Havingnomoneywithme,Icouldn'tbuythebook.

「お金を持ち合わせていなかったので，私はその本を買えなかった｡」 （原因・理

由）

=As(Since･Because)Ihadnomoneywithme,Icouldn'tbuythebook.

2．Turningtotheleft,youwillfindthelibrary.

「左に曲がるならば，図書館が見えますよ｡」 （条件）

=Ifyouturntotheleft,youwillfindthelibrary.

3.Beingveryrich,Mr・Smithwasnothappyatall.

「たいそう裕福ではあったが， スミスさんは全く幸福などではなかった｡」 （譲歩）

=Thoughhewasveryrich,Mr・Smithwasnothappyatall.

4.Arrivingatthestation,Ifoundthetrainjustgoing.

「私が駅に到着した時，列車はちょうど発車するところだった｡」 （時）

=Whenlarrivedatthestation,Ifoundthetrainjustgoing.

5．Pointingtothedoor,Janecriedinaloudvoice.

「ジェーンは， ドアを指さして大声で泣いた｡」 （付帯状況）

=Janepointedtothedoor,andcriedinaloudvoice.

Shesataloneintheroom,cryingallthewhile.
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｢彼女は，ずっと泣きながら，その部屋に1人でいた｡」 （付帯状況）

=Shesataloneintheroom,andcriedallthewhile.

なお，下の例文の場合には, A-(4)において解説した，主格補語となる現在分詞と

考えることも可能である。

(2) 分詞構文の注意すべきポイント

1 ．独立分詞構文一分詞の前に意味上の主語が置かれるもの

Nightcomingon,weleftforhome.

．「夜が来て，我々は家路についた｡」

=Whennightcameon,weleftforhome.

下の接続詞を用いて書き換えた英文に注目してもらいたい。Whenに始まる副

詞節の主語はnight,主節の主語はwe，すなわち，その2つの節の主語が異なっ

ている。このように，分詞構文を用いて書き表される節の主語と，主文の主語とが

異なる場合には，その分詞の前に意味上の主語を残しておく。このような，分詞の

意味上の主語が主文の主語と異なるために，その意味上の主語が分詞の前に置かれ

たものを，独立分詞構文と呼ぶ。

2．過去分詞による分詞構文一意味上の主語が「～される側」である時

WrittenineasyEnglish,thisbookissuitableforbeginners.

「やさしい英語で書かれているので， この本は初心者に向いている｡」

=As(Since･Because)itiswrittenineasyEnglish,thisbookissuitablefor

beginners.

この場合には，分詞構文の意味上の主語となるthisbookは「書かれる側」であ

る。このように，分詞構文の意味上の主語が「～される側」である時には，過去分

詞を用いて分詞構文を作る。この場合には，その過去分詞の前にbeing,または，

havmgbeenが省略されていると考えるとよい｡’

3．分詞構文における， ［原形+ing]と[having+過去分詞］の区別

LivinginTokyo,IhaVefewfriendsinthecountry.

’｢東京に住んでいるので，私は田舎にはほとんど友人がいない｡」

=AslliveinTokyo,IhavefewfriendsinTokyo.
－

HavinglivedinTokyowhenIwasyoung,Ihavesomefriendsthere. ■
■
■
■
■
■
毎
■
■
■
■
画
■
■
■
■
■
６
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｒ
■
■
■
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｢若い頃東京に住んでいたので，私はそこに友人が何人かいる｡」

=AsIlivedinTokyowhenlwasyoung,Ihavesomefriendsthere.

上の英文のlivingのような，動詞原形に一ingをつけた分詞は，主文の述語動

詞と同時を表し，下の英文のhaving livedのような, [having+過去分詞］は，

主文の述語動詞よりも一時制前を表す。次のように覚えておくとよい。

イ．原形+ing:主文の述語動詞が，現在形の時には現在形，過去形の時には過去

形にする。

ロ, having+過去分詞：主文の述語動詞が，現在形の時には過去形か現在完了，

過去形の時には過去完了にする。

主文の述語動詞がどちらもhaveと現在形であるので，上の英文のlivingは現

在形のliveとなり，下の英文のhavinglivedは過去形のlivedとなっている。

この点をさらに次の例文で確認してみよう。

LivinginTokyo,Ihadfewfriendsinthecountry.

=AsllivedinTokyo,Ihadfewfriendsinthecountry.
－

HavinglivedinTokyosomeyearsbefore,Ihadsomefriendsthere.

=AslhadlivedinTokyosomeyearsbefore,Ihadsomefriendsthere.

主文の述語動詞はそれぞれhadと過去形である。そこで，上の英文のlivingは

過去形のlivedとなり，下の英文のhavinglivedは過去完了のhadlivedとなっ

ている。

C・注意すべき現在分詞と過去分詞の区別

（1） 自動詞の場合

次の2つの英文の違いを比較してみよう。

l.Lookatthatfallingtree.

2．Lookatthatfallentree.

下線部はそれぞれ形容詞的用法の分詞で，後に続くtreeを修飾している。 fallと

いう動詞は， 「落ちる，落下する，倒れる」という意味を表す自動詞である。 自動詞

の場合の現在分詞と過去分詞の区別には注意が必要である。

自動詞の場合には，現在分詞は， 「進行・予定」を表して， 「～している，～してい

る最中の，～しかかっている，～することになっている」という意味になる。それに
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対して，過去分詞は， 「完了」を表して， 「～してしまった，～した」という意味にな

る。以上の点を踏まえて上の英文を和訳すると, 1は， 「あの倒れかかっている木を

見てごらん｡」となり， 2は， 「あの倒れてしまった木を見てごらん｡」となる。

このような区別が重要になるものとして，次のものをあげておこう。

retiring=「退職することになっている」－retired=｢(もう）退職した，退職して

しまった」

(2)元来が， 「～させる」という意味を持つ動詞の場合
｡ ■

次の英文の（ ）内の語を，適当な分詞に変えてみよう。

1.Thenewswasso(excite)thatwegot(excite).

2.Ifelt(disappoint)tohearthenewsofhisfailure.

まずここで注意すべきは, excite, disappointという動詞の基本の意味である。

exciteは「興奮させる｣, disappointは「失望させる」という意味である。このよう

に，元来が「～させる」という意味を持つ動詞の場合には，現在分詞は「～させる側」

を表し，過去分詞は「～させられる側｣，すなわち， 「～する側」を表す。

この点を踏まえて上の英文にもう一度目を向けよう。 lの文では，主語のThe

newsは「我々を興奮させる側」であり, that-節中の主語weは「そのニュースに

’

[Thenewswassoexcitingthatwegotexcited.]興奮する側」である。そこで，
－

とする。また, 2の文では，主語のIは「彼が失敗したという知らせを聞いて失望す

る側」である。そこで, [Ifeltdisappointedtohearthenewsofhisfailure.］と

する。

このポイソトが当てはまる動詞として，他に, [satiSfy=満足させる], [please,

delight=喜ばせる],[bore=退屈させる． うんざりさせる],[surprise=びっくり

させる],[interest=興味を持たせる］をあげておこう6

なお，厳密に言うと， この場合の-ingは，現在分詞ではなくて形容詞であるが，

この重要なポイントを解説するための便宜として，現在分詞として扱ったことを断っ

ておく。
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D・分詞を含む重要熟語．
●

1．Talkingofgolf,doyouplaygolfP

「ゴルフと言えば，ゴルフはおやりになるのですか｡」

2．Generallyspeaking,menarestrongerthanwomen.

「一般的に言って，男性は女性よりも力が強い｡」

3. Strictlyspeaking, thisisfalse,

｢厳密に言えば， これは間違いだ｡」

4.Takingallthingsintoconsideration,Iamnotequaltothetask.

｢あらゆる事を考慮に入れると，私にはその仕事をする能力がない｡」

5． Judgingfromhisaccent,hemustbeanAmerican.

｢彼のアクセソトから判断すると，彼はアメリカ人に違いない｡」

6. I'msorryIcan'tmakemyselfunderstoodinCerman.

「残念ながら，私はドイツ語はだめなんです｡」

canmakeoneselfunderstoodm～語＝「～語で話が通じる，

7．Thespeakercouldn'tmakehimselfheard.

～語で用が足りる」

｢その話している人は， 自分の声が他の人に聞こえるようにすることができなかっ

た｡」

canmakeoneselfheard=「自分の言っていることが（他の人に）聞こえるように

する」

’
1

1
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第7課関係詞

（ 1 ） 入試頻出重要関係詞一熟語を中心として

入試英語では，関係詞を含む熟語・慣用表現がよく出題される。それらを中心に，

試頻出の主なものをまとめてみよう。

l .関係代名詞のthatを用いなければならない場合

次の場合には，関係代名詞はthatを用いなければならない。

a..先行詞に次のものが付く時

the+形容詞の最上級 ＝「最も～な」

thefirst =「最初の～」

thelast =「最後の～」

the+序数 ＝「－番目の～」

allthe =「すべての～」

' thevery =「まさにその～」このveryは形容詞である。

b.先行詞が［人十物］である時

e､9．Thatisthebestmoviethatlhaveeverseen.

「それは私が今までに見た内で，最もよい映画だ｡」

Thisistheverybookthatlhavewantedtoread.

「これは，私が読みたいと思っていたまさにその本だ｡」

＝「これこそまさに，私が読ゑたいと思っていた本だ｡」

Lookattheboyandthedogthatarelyingonthegrass.

「芝生に寝そべっている少年と犬を見てごらん｡」

（先行詞が, theboyandthedogと，人十物である｡）

2.whatを含むもの

a.Hisfatheriswhatwecallawalkingdictionary.

「彼の父親はいわゆる生き字引きだ｡」

whatweCan～=whattheycall～=whatiscaned～＝「いわゆる～」

b. Itbegantorainand,whatwasworse,Ihadnoumbrellawithme.

「雨が降り出した。更に悪い事には，かさを持ち合わせていなかった｡」

what[is･was]+比較級＝「さらに～なことには」

入
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c.Johnisquitedifferentfromwhatheusedtobe.

「ジョソは昔の彼とは全く異なる｡」

what～usedtobe=「昔の～，～の昔の姿」

d.Mikeisnotwhathewastwoyearsago・

「マイクは2年前の彼とは違う｡」

what～[was･were]-ago=「一前の～，～の－前の姿」

e.Myparentshavemademewhatlam(today).

「両親が私を，今日の私にした｡」

＝「私が今日あるのも両親のおかげだ｡」

what～[am･are･is](+today)=「今日の～，～の今日の姿」

f・Hegavemewhatlittlemoneyhehadwithhim.

「彼は，持っていたすべての，わずかばかりのお金を私にくれた｡」

＝「彼は，わずかではあったが，持っていたすべてのお金を私にくれた｡」

このwhatは関係形容詞で， 「すべての」という意味を表す。

whatA+～＝「～なすべてのA」

3. asを含むもの

a.Readsuchbooksaswnldoyougood.

「あなたのためになるような本をお読みなさい｡」

このように，先行詞にsuchが付く時には，関係代名詞はasを用いる。

suchAas～＝「～のようなA」

b.Asisoftenthecasewithhim,hewaslateforclassthismorning.

「彼にはよくあることだが，彼は今朝授業に遅刻した｡」

asisoftenthecase(with～)=｢(～には）よくあることだが」

c.Asmightbeexpectedofagentleman,heneverbreakshispromise.

「さすがに紳士だけのことはあって，彼は決して約束を破らない｡」

asmightbeexpectedof～＝「さすがに～だけのことはあって」

4;butを含むもの

Thereisnomotherbutlovesherchildren.

このbutは，関係代名詞であり，その後に続く形容詞節を否定にする。さらに，

この関係代名詞のbutを用いる時には，必ずその前に否定語が登場していなければ
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ならない。その点を踏まえてこの英文を訳すと，次のようになる。 「自分の子供を愛

さない母親はいない｡」

これについては，その基本を次のように覚えておこう。

Thereisno～but--=「－でない～は（い）ない， どんな～でも－だ」

その発展を以下の例文で示そう。

Therearefewchildrenbutlikewatchingtelevision.

｢テレビを見るのが好きでない子供はほとんどいない｡」

･ここでは，その前に， 「ほとんど～ない」という否定を表すfewが置かれている。

また, fewの後には複数名詞が来るので,Therearefewchildrenとなっている。
■■■■■■■■■■■■■■■

） 入試頻出の関係詞補充問題のポイント

次の各文中の空所に適当な関係詞を補ってみよう。

1.Wearegoingtovisitthevillage( )hewasbornfiftyyearsago.

2.Themuseum( )Iusedtovisitwhenlwasaboywillbedestroyednext

month.

3.Theman( )Ibelievedwashonestdeceivedme.

4. Johndidn'tapologizetOhisfather, ( )madehimangry.

5.Pleasegivethisbookto( )wantstoreadit.

＝「それを読みたがる人はだれにも， この本を差し上げなさい｡」

以下にそのポイントと答えを示そう。

1 ．2について：

この問題では，その先行詞が, thevillage,themuseumと場所を表す語である。こ

のように，先行詞が場所を表す名詞だからといって，短絡的にwhereを補ってはいけ

ない。

先行詞が場所を表す語である時には，

(1) まずその関係詞節(=先に訳して，前に来る名詞に戻る部分）を抜き出し，

(2) その関係詞節中の適当な位置に， （ ）＋先行詞を補い，

(3) その（ ）内に，前置詞が必要かどうかを調べる。

(4) その時に，前置詞が，

イ.､必要である時には，関係副詞=whereを補う。

(2）
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ロ．不要である時には，関係代名詞=whichを補う。

これを上の2つの問題文にあてはめて承よう。

l .まず翻訳を試みると， 「我々は，彼が50年前に生まれた村を訪れる予定だ」となる。

つまり, [hewasbornfiftyyearsago]の部分を先に訳して，先行詞のthevillage

に戻ることになる。 ということは, [hewasbornfiftyyearsago]の部分が関係詞

節である。

その関係詞節中の適当な位置に， （ ）＋先行詞を補うと，次のようになる。

hewasborn( )thevillagefiftyyearsago.

６
６
日
１
１
口
■
Ｕ
６
Ｉ
Ｉ
Ｉ
膳
ｒ
ｌ
０
ｒ
ｐ
ｌ
０
０
Ｂ
８
６
８
Ｉ
Ｉ
Ｄ
９
１
ｒ
り
ｌ
２
Ｅ
囚
宇

その空所に前置詞が必要かどうかを調べると, inが必要になる。前置詞が必要で

あるので， 1では，関係副詞のwhereを補うことになる。

2． まず翻訳を試みると， 「少年のころ，私がよく訪れた博物館は来月取り壊される」

となる。つまり,[Iusedtovisitwhenlwasaboy]の部分を先に訳して，先行詞

のthemuseumに戻ることになる。 ということは, [Iusedtovisitwhenlwasa

boy]の部分が関係詞節である。

その関係詞節中の適当な位置に， （ ）＋先行詞を補うと，次のようになる。

Iusedtovisit( )themuseumwhenlwasaboy.

その空所に前置詞が必要かどうかを調べると, visitが他動詞であること，つまり，

「～を訪ねる，～を訪れる」という時には，その後に前置詞を付けずに目的語を続け

ることから，前置詞が不要であることがわかる。そこで， 2では関係代名詞の

whiChを補うことになる。

3について：

ここでは，先行詞が人であり，空所の後に［主語十動詞］が来ているからといって，

関係代名詞のwhomを補ってはいけない。

このように，先行詞が人で，空所の後が［主語十動詞］である問題が入試で出題され

たら

(1) その文を翻訳して，その関係詞節を抜き出し，

(2)’ その関係詞節中の適当な位置にその先行詞を補い，

(3) その先行詞を代名詞に変えてみる。

(4) その時に，

イ.主格の代名詞になる時には,whoを補う。
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ロ． 目的格の代名詞になる時には,whomを補う。

この問題にあてはめてみよう。

まず翻訳を試みると， 「正直であると私が信じていた人が，私をだました」となる。

つまり，

[Ibelievedwashonest]の部分を先に訳して，先行詞のthemanに戻る。 というこ

とは

[Ibelievedwashonest]の部分が関係詞節である。

つぎに，その関係詞節中の適当な位置に先行詞を補うと,washonestの主語となる

ので，次の位置に置かれる。

Ibelievedthemanwashonest.

＝「その男が正直だと，私は信じていた｡」

その先行詞を代名詞に置き換えると，上に述べたように，wasの主語となるので，

主格の代名詞heになる。そこで，主格の代名詞になる時にはwhoを補うという決ま

りに従って,whoが補われる。

4について：

4においても，先行詞が人で，空所の後に動詞が来るからと短絡的に考えて,whoを

補ってはいけない。

このように，空所の前にコンマのある，非制限（継続）用法の時には，

(1) そのコンマの前後をそれぞれ翻訳し，

(2) その間に次の内のいずれかを補うことができるかどうかを調べる。

イ． 「その事（は，が，を， に)」

ロ． 「その時（に， には)」

ハ． 「その場所（で， に，へ)」

(3) その時に，

イ． 「その事（は，が， を， に)」を補うことができる時には,whichを，

ロ． 「その時（に，には)」を補うことができる時には,whenを，

ハ． 「その場所（で， に，へ)」を補うことができる時には,whereをそれぞれ補う。

4の問題文についてあてはめてみよう。

コンマの前後を翻訳すると， 「ジョンは父親に謝らなかった。 （ ）彼を怒らせた｡」

となる。
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次に， その空所に， イ〃 ．p，ハのいずれかを補うことができるかどうか調べると, 「そ

の事は」を補うことができる。そこで,whichが補われることになる。

5について：

ヒントとして， 「人はだれにでも」と日本語が与えられている。その日本語から，

whoeverかwhomeverが補われることに気がつくだろう。その時に，その前に前置詞の

tOがあるからといって，短絡的にwhomeverを補ってはいけない。

whoeverとwhomeverの使い分けについては，その空所の後に来るものを手掛かりに

するとよい。そのポイントを次のように覚えておこう。

イ．その空所の後に来るのが動詞の時には,whoeverを

ロ．その空所の後に来るのが［主語十動詞］の時には,whomeverをそれぞれ補う。

問題文中では，その空所の後に,wantsと動詞が来ているので,whoeverが補われる

ことになる。

－40－

ー一ﾏーー



第8課仮定法

A・ ifを用いる仮定法一事実の反対を述べる。

まず，次の3つの和文に注目しよう。

（1） 「もしも十分なお金を持っていたならば，私はその本を買うことができるの

に｡」

（2） 「もしも私がそこにいたならば，私は君を助けてあげたのに｡」

（3） 「もしもあの時に私の忠告に従っていたならば，君は今ごろは幸せであるだ

ろうに｡」

ここでまず注目すべき事は， どれも事実ではないということである。つま

り, (1)の場合には， 「実際には十分なお金を持っていないので， その本を買う

ことができない」のである。また， (2)の場合には， 「実際にはそこにいなかっ

たので，君を助けなかった」のである。さらに， (3)の場合には， 「実際にはあ

の時に私の忠告に従わなかったので，君は今幸せではない」のである。

次に注目すべき事は, (1)は現在の事実の反対を述べているということ，つまり，

｢もしも今～だったならば，－するのに」と言っていること， （2)は過去の事実の反対を

述べているということ，つまり， 「もしも過去のあの時に～だったならば，－したのに」
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と言っていることである。また(3)は， 「もしも～ならば」という条件節は過去の事実の

反対を述べ，帰結節は「今～なのに」と現在の事実の反対を述べていること，つまり，

｢もしも過去のあの時に～だったならば，今一するのに」と言っていることである。

1

次に英語の上でのポイントをまとめよう。

(1)仮定法過去

(1)のように， 「現在の事実の反対」を述べるものを，仮定法過去と呼ぶ。それを英語

で言い表す時には，次の形を取る。

if一節＝過去形

帰結節=would,should,could,might+動詞原形

これに従って(1)の文を英訳すると次のようになる。

Iflhadenoughmoneywithme,Icouldbuythebook.

(2) 仮定法過去完了
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(2)のように， 「過去の事実の反対」を述べるものを，仮定法過去完了と呼ぶ。それを

英語で言い表す時には，次の形を取る。

if一節＝過去完了

帰結節=would,should,could,might+have+過去分詞

これに従って(2)の文を英訳すると次のようになる。

Iflhadbeenthere,Iwould(should)havehelpedyou.

(3) 混合仮定法

(3)のように， 「もしも過去のあの時に～だったならば，今一なのに」と述べるものを，

混合仮定法と呼ぶ。それを英語で言い表す時には，次の形を取る。

if一節＝過去完了

帰結節=would,should,could,might+動詞原形

これに従って(3)の文を英訳すると次のようになる。

IfyouhadfOllowedmyadvice,youwouldbehappynow.
－

以上に加えて次の点を添えておく。

(ｲ） 仮定法で用いるbe動詞の過去形は，wereとする。

｡would,should, 'could,mightの使い分け

「～できるのに．～できるだろう」=could+原形

「～できたのに．～できただろう」=could+have+過去分詞

「～するかもしれないのに」=might+原形

「～したかもしれないのに」=might+have+過去分詞

「～するのに。～するだろう」=would+原形

「～したのに．～しただろう」=would+have+過去分詞

なお，主語がI,weの時には,wouldの代わりにshouldを用いてもよい。

B. Iwish表現一事実とは反対の願望を表す。

’次の英文の（ ）内の動詞を適当な形に変化させて， 日本語の意味を表すように

してふよう。

(1)Iwishl(be)goodatplayingtennis.

「テニスをするのが上手だったらいいのにな－｡」
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(2)Iwishhe(cancome)totheparty.

「彼がパーティーに来ることができたらよかったのにな一｡」

ここでまず注目すべき事は, (1), (2)のどちらも事実とは反対の願望を述べているとい

うことである。つまり, (1)の場合には， 「実際には，私はテニスをするのが上手ではな

い」のであり， (2)では， 「実際には，彼はパーティーに来ることができなかった」ので

ある。どちらも， 「実際にはそうではなかったのだが，～だったらいいのにな－・～だ

ったらよかったのにな－」と言っているわけである。

次に注目すべき事は, (1)は， 「現在の事実とは反対の願望」を述べていること，つま

り， 「今～だったらいいのにな－」と述べていること。 （2)は， 「過去の事実とは反対の願

望」を述べていること，つまり， 「過去のあの時に～だったらよかったのにな－」と述
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べていることである。

次に英語の上でのポイントをまとめてみよう。

(1) (1)のように， 「現在の事実とは反対の願望｣を述べて， 「今～だったらいいのにな－」

と言う時には，次の形を取る。

「今～だったらいいのにな－」=Iwish+過去形の節

「今～できたらいいのにな－」=Iwish+[could+原形］の節

(2) (2)のように， 「過去の事実とは反対の願望」を述べて， 「過去のあの時に～だったら

よかったのにな－」と言う時には，次の形を取る。

「過去のあの時に～だったらよかったのにな－」=Iwish+過去完了の節

「過去のあの時に～できたらよかったのにな－」=Iwish+[could+have+過去分

詞］の節

上の2点から, (1)の文のbeは，wereとなり, (2)の文のcancomeは, couldhave
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comeとなる。なお,Aの所で述べたように，仮定法であるので, (1)の文でbe動詞の

過去形はwereとする。

C･ asif～の構文＝「まるで～かのように」

次の文中の（ ）内の動詞の，適当な形を記して承よう。

(1)Helentalksasifshe(be)thereyesterday.

(2)Mr.YamadaspokeEnglishverywellasifhe(be)anEnglishman.
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as ifの後に続く節の時制については，誤解があるようである。その問題の文が現在

時制の時には, as ifの後に続く節の時制を過去形にし，その問題の文の時制が過去時

制の時には, as ifの後に続く節の時制を過去完了にする， と考えている生徒が多い。

しかし， これは間違いである。 as ifの後に続く節の時制を見極めるためには，その英

文を和訳することが不可欠である。その和訳をもとに，次のように覚えておこう。

l . 「まるで～［である・している・する］かのように」=asif+過去形の節

2． 「まるで～［であった・していた・ した］かのように」=asif+過去完了の節

次に, (1), (2)の英文を和訳してみよう。

(1)「ヘレンは， まるで昨日そこにいたかのように，話している｡」

(2)「山田さんは， まるでイギリス人であるかのように，上手に英語を話した｡」

そこで，以上の説明に従って(1)はhadbeenが, (2)はwereが正解となる。

D.注意すべき仮定法のポイント

空所に適語を補って，同じ意味になる英文を完成させてみよう。

(1)Withouthisadvice,Icouldnothavesucceededintheattempt.

=( a ) ( b )hisadvice,Icouldnothavesucceededintheattempt.

=( c ) ( d )( e ) ( f ) ( ; g ) ( h )hisadvice, Icould

nothavesucceededintheattempt.

(2)Hegotupearly;otherwisehewouldhavemissedthetrain.

=Hegotupearly. ( a )he( b )( c )( d )upearly,hewould

havemissedthetrain.

（1） 問題文中のwithoutは， 「もしも～がなかったならば｣の意味である。その意味は，

[Butfor～］の形でも言い表すことができる。そこで, (a), (b)には[Butfor]が補わ

れる。

この意味は次のようにも言い表すことができる。

Without～=Butfor～→[Ifitwerenotfor～］または[Ifithadnotbeenfor

‘～］その2つの使い分けは，仮定法過去で用いられるのが, [Ifitwerenotfor～］

であり，仮定法過去完了または混合仮定法で用いられるのが, [Ifithadnotbeen

for～］である。問題文は，その帰結節が, [Icouldnothavesucceededinthe I
ll

il
I

ざ ’

且 1

4
■O

i＃
－1F

attempt]とあるように，仮定法過去完了であるので, (c)～(h)には, [Ifithadnot
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beenfor]が補われる。

(2) 問題文中のotherwiseは， 「もしもそうでなかったならば」の意味である。全文訳

をすると， 「彼は早起きした。もしもそうでなかったならば，彼は電車に乗り遅れた

であろう」となる。その「もしもそうでなかったならば」を具体的にすると， 「もし

も早起きしなかったならば」となる。問題文は，その帰結節が, [hewouldhave

旧
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●
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１
１

missedthetrain]とあるように，仮定法過去完了である。そこでif一節は過去完了

で表されて, [ifhehadnotgotupearly]となる。従って, (a)～(d)には, [if,had,

not,got]が補われることになる。

if－節，条件を明示する部分が省略された仮定法

if－節， あるいは，条件を明らかに示す部分が与えられていない仮定法というのが

ある。その時には，内容から，条件に当たる部分を見つけ出し， 「もしも～ならば」と

訳すことが必要となる。その例をいくつかあげてみよう。

(1)Helenwouldhavehelpedyou.

E、

（仮定法過去完了）

＝「もしもヘレソだったならば，我々を手伝ってくれただろう｡」

主語のHelenの部分に条件が与えられている。

(2)Itwouldhavecausedmuchtroubleforyoutosaysuchathing.
必
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（仮定法過去完了）

＝「もしもあなたがそんな事を言ったならば，それは大きな問題を引き起こしただ

ろう。」

仮主語Itの具体的内容を表す，真主語の[foryoutosaysuchathing]の部分に

条件が与えられている。

(3)Twentyyearsago,yoursuggestionwouldhavebeenaccepted.
i

（仮定法過去完了）

｢もしも20年前だったならば，君の提案は受け入れられていただろう。」

時を表す副詞句,Twentyyearsagoの部分に条件が与えられている。

(4)Youwoulddothesameinmyplace． （仮定法過去）

｢もしも私の立場だったならば，君は同じようにするだろう。」

副詞句,mmyplaceの部分に条件が与えられている。
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(5)TohearhimspeakEnglish,youwouldtakehimforanEnglishman.

（仮定法過去）

｢もしも彼が英語を話すのを聞いたならば， 、あなたは彼をイギリス人と間違えるだろ

う。」

不定詞,TohearhimspeakEnglishの部分に条件が与えられている。

(6)Iwouldhaveboughtacamerawhichhadbeencheap. (仮定法過去完了）

｢もしも値段の安いカメラだったならば，私は買ったのだが｡」

関係詞節, [whichhadbeencheap]の部分に条件が与えられている。

F. ifの省略による倒置

次の場合，示されているような形でifを省略することができる。その場合には，後

に続く文中で倒置が起こる｡

(1) if+主語+were～=Were+主語十～

(2) If+主語+had+過去分詞十～=Had+主語十過去分詞十～

(3) If+主語+should+動詞原形十～=Should+主語十動詞原形十～

以下にその例をあげよう。

(1)Ifitwerenotforwater,wecouldnotlive.

=Wereitnotforwater,wecouldnotlive･

＝「もしも水がなかったならば，我々は生きていけないだろう｡」

(2) Ifhehadhelpedus,wecouldhavesucceeded.

=Hadhehelpedus,wecouldhavesucceeded.

＝「もしも彼が我々を助けてくれたならば，我々は成功していたであろう｡」

(3)Iflshouldfail,Iwouldtryagain.

=Shouldlfail,Iwouldtry agam.

私はもう一度努力してゑるつもりだ｡」＝「もしも万が一失敗しても，
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●第9課助動 詞

（ 1 ） 注意すべき助動詞の意味の確認

A.mustに関して：

1．Youmustworkhard.

「あなたは一生懸命働かなければならない｡」

2.Youneednotgotherewithme.

=YOudon'thavetogotherewithme.

「あなたは私とそこに行かなくてもよい｡」

3.Youmustnotsmokeinthisroom.

「この部屋でたばこを吸ってはいけない｡」

4．Hemustberichtohavesuchanexpensivecar.

「そのような高級車を持っているとは，彼は裕福であるにちがいない｡」

5．Hecannotbehungry.

「彼が空腹であるはずがない｡」

Inustには，義務を表して， 「～しなければならない」という意味がある。それを

否定にして， 「～しなくてもよい」という時には, [neednot+原形], または，

[don't have to+動詞原形］で表す。また， 「～してはいけない」という時には，

[mustnot+動詞原形］で表す。

rnustにはもう一つ，推量を表して， 「～にちがいない」という意味がある。それ

を否定にして， 「～はずがない」という時には, [cannot～］で表す。

凹
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則
翻
班

B.mayに関して：

1.Youmaytakerestifyouaretired.

「もしも疲れているのならば，休憩を取ってもよいですよ｡」

2.Helenmayknowsomethingaboutthematter.

「ヘレンはその事についてある程度知っているのかもしれない｡」

1 ． 2の例文に示されているように,mayには， 「～してもよい」という，許可を

表す意味と， 「～かもしれない」という，推量を表す意味とがある。さらに,mayに

は，次のような用法もある。

靹

獅

則

。
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ご

口
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MayGodblessyou.l ･

「神があなた方をお守りになりますように｡」

[May+主語十動詞原形＝～が一しますよう．に] (祈願を表す｡）

C.will,shallに関して：

(a) willについて

l .未来を表す＝「～するだろう」

Helenwillcomebackinafewminutes.

「ヘレンは数分したら戻ってくるだろう｡」

2．現在の習性・習慣を表す＝「よく～する」

Hewillsittherereadingamagazine.

「彼はよく雑誌を読みながら，そこにすわっている｡」

3．現在の主張・固執・必然を表す＝「どうしても～しようとする」

Hewillhavehisownway.

「彼はどうしても自分流のやり方でやろうとする｡」

4．現在の拒絶＝「どうしても～しない（～しようとしない)」

Hewillnotconsent.

「彼はどうしても葦服しようとしない｡」

5．現在についての推量＝「おそらく～だろう」

Mrs・Greenwillbeovereighty.

「グリーンさんは80歳を越えているだろう｡」

(b) shaⅡについて

l .単純未来を表す＝「～だろう」

Ishallbetwentyyearsoldnextmonth.

「私は来月で20歳になる｡」

2．話し手の意志を表す

＝「私は～が－するようにする，私は～に－させるつもりだ」

イ． Sheshallhaveanicepresent.

「私は彼女がすてきなプレゼントを持つようにするつもりだ｡」

＝「私は彼女にすてきなプレゼントをあげるつもりだ｡」
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=Iwillgiveheranicepresent.

ロ．Heshallcallonyouatonce.

「私は，彼があなたをすぐに訪ねるようにするつもりだ｡」

＝「私は彼にすぐ･にあなたを訪ねさせるつもりだ｡」

=Iwillmakehimcallonyouatonce.

｜
蛾J

ﾄ

’

D.wouldshouldに関して：

(a) wouldについて

1 ．時制の一致で用いる

HetoldmethathewouldleaveforTokyothenextday.

Hesaidtome, ｡･IwillleaveforTokyotomorrow.
，,

「彼は翌日東京に向けて出発すると言った｡」

2．過去の習性・習慣＝「よく～したものだ」

Hewouldplayforhoursonthebeach.

「彼はよく海岸で何時間も遊んでいた｡」

3．過去の主張・固執・必然を表す＝「どうしても～した（～しようとした)」

Helenwouldgothereinspiteofourwarning.

「ヘレンは我々の警告にもかかわらず， どうしてもそこに行こうとした｡」

4．過去の拒絶＝「どうしても～しようとしなかった」

Johnwouldnottellthetruth.

「ジョンはどうしても本当の事を言おうとしなかった｡」

5．過去についての推量＝「おそらく～だっただろう」

Isupposeshewouldbeabouteightywhenshedied.

「おそらく彼女は死んだ時には80歳位であっただろう｡」

(b) shouldについて

1 ．義務を表す＝「～すべきだ」

Youshouldwritetoyourparentsatleastonceamonth.

「君は少なくともひと月に一度は両親に手紙を書くべきだ｡」

１
１

一

（2） 注意すべき［助動詞+have+過去分詞］
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A.推量を表わす［助動詞+have+過去分詞］

1．Hemusthaveknownthefact.

「彼は本当の事を知っていたにちがいない｡」

2.Hecannothaveknownthefact.

「彼が本当の事を知っていたはずがない｡」

3.Hemayhaveknownthefact.

「彼は本当の事を知っていたのかもしれない｡」

musthave+過去分詞＝「～であった・したにちがいない」

cannothave十過去分詞＝「～であった・したはずがない」
－

mayhave+過去分詞＝「～であった･｣zg左かもしれない」－

B，本来あるべき通りではなかった過去を表す

.1･Youshouldhavegotupearlier.

Yououghttohavegotupearlier.

「あなたはもっと早く起きるべきだったのだ｡」

2．Youshouldnothavegoneoutintherain.

Yououghtnottohavegoneoutintherain.

「あなたは雨の中を外出すべきではなかったのだ｡」

3．Youneednothavedoneitforhim.

「あなたは彼のためにそれをしてやらなくてもよかったのだ｡」

shouldhave+過去分詞=oughttohave+過去分詞

＝「～すべきだったのだ（が，実際にはそうしなかった)」

shouldnothave+過去分詞=oughtnottohave+過去分詞

＝「～すべきではなかったのだ（が，実際にはしてしまった)」

neednothave+過去分詞＝「～しなくてもよかったのだ」

（3） 助動詞を含む重要表現

1. {Mr・Smithmaywellbeangryatyourwords.

「スミスさんが君の言葉に腹を立てるのももっともだ｡」

maywell+動詞原形＝「～するのももっとも・当然だ」

2.Wemayaswellstayhereuntilitstopsraining.
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「雨がやむまでここにいた方がよい｡」

mayaswell+動詞原形＝「～した方がよい」

3． Icannotthankyoutoomuchforyourkindness.

「あなたの親切にはどんなに感謝してもしすぎるということはない｡」

cannot～tOo-=「どんなに～してもしすぎるということはない」

4． Iwouldratherstayathomethangoout.

「私は外出するよりかはむしろ家にいたい｡」

wouldrather+動詞原形+than+動詞原形

＝「－するよりかはむしろ～したい」

5．Youmightaswellthrowyourmoneyintotheriveraslendittohim.

「彼にお金を貸す位なら，川に捨てた方がましだ｡」

mightaswell+動詞原形+as+動詞原形

＝「－する位なら～した方がましだ，一するのは～するのも同然だ」
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（4） 重要な助動詞を含む会話表現

1． Shalllopenthewindow？

＝Wouldyoulikemetoopenthewindow？

「窓を開けてさしあげましょうか｡」

ShallI～？＝Wouldyoulikemeto～？

＝「～してさしあげましょうか」

2．Wouldyouliketohavesomemorecoffee？

「もう少しコーヒーを召し上がりませんか｡」

Wouldyouliketo～?=「～なさいませんか」 ：勧誘を表す

3．Willyoupleasetellmethetruth？

「本当の事をお話し願えませんか｡」

Willyou(please)～?=「～して下さいませんか」 ：依頼を表す

げ.WouldyoumindopeningthedoorP

「ドアーを開けて下さいませんか｡」

Wouldyoumind～ingP=「～して下さいませんか」

なお， この場合には， 「ええ，いいですよ」と引き受ける時には, [Not at all.
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Ofcoursenot・Certainlynot.］などの否定の返事をすることにも注意。

（5） 慣用的に助動詞を含めて用いられる重要構文

1. Itisquitestrangethatheshouldknownothingaboutthematter.

「彼がその事について何も知らないというのは，極めて妙なことだ｡」

形式主語itと，その真主語となるthat-節による, [Itis～that-=－という

ことは～だ］の構文において，そのthat-節中では， しばしば助動詞のshouldが用

いられる。

2． Ishemadthatheshuoldbehavelikethat？
－

「あんな風に振る舞うとは（なんて)，彼は気が狂っているのか｡」

[that+主語+should+動詞原形］の形で， 「～するとは，～するなんて」とい

う意味を表す。

3.MaryrantothestationlestsheshouldmisSthetrain.

「メアリーは，電車に乗り遅れないように，駅に走って行った｡」

[lest+主語+should+動詞原形］の形で， 「～しないように，～するといけな

いので」という意味を表す。

4. JohncametoJapansothathemightseeMr.andMrs.Yamada.

｢ジョンは山田さんご夫妻にお会いするために，来日したのだ｡」

[sothat+主語+may(can)+動詞原形］の形で， 「～するために」という目的

を表す。なお， この場合のmay, canは，主節が過去時制である時には,might,

couldになる。

－52－



郡へ

醐
一

-‘fN
強､

’ウ

qqJ

b扇凸￥

,“

鐡
皿,

凸且 ◇

″0=

Lル ー
好『

．?F‘ 1
■， . *

鵜1

§｜
､

鱈ク。 ：
評 D

#｜
鋪

ご *

亭I
･郭,気ﾄ
Dチー リ

ご！
~：

’
－，当

年

饗

§
滋,

§｜
割
割

l1

第10課比 較

（ 1 ） 重要な比較構文

l.JohnisastanasMary.

「ジョンはメアリーと同じ位背が高い｡」

as～as－＝「－と同じ位～，－と同様～」

2．MikecannotswimsowellasJohn.

「マ･イクはジョン程上手に泳ぐ．ことができない｡」

notso～as-=notas～as－＝「－程～ない」

3．Marycanrunfasterthanhersister.

「メアリーは妹よりも速く走ることができる｡」

比較級+than-=「－よりも～」

4. Johnisthetallerofthetwo.

「ジョンは2人の内では背が高い方だ｡」

ofthetwoがある時には, [the+比較級］を用いる。 「2人･ 2つの内では～な方

だ」という意味を表す。

5．Tomworkedantheharderbecausehehadbeenpraised.

「トムはほめられたので，更に一層熱心に努力した｡」

[aUthe+比較級］を, because～などの原因・理由を表す節や句と共に用いる

と， 「～なので更に一層－，～なのでその分なおさら一」という意味を表す。以下

に， もう一つ例を示そう。

Ilikehimallthebetterforhisfaults.

「彼の欠点のために（彼に欠点があるので)，私はその分なおさら彼が好きなの

だ。」

6. Janecanplaytheviolinbetterthananyothergirl.

「ジェーンは他のどんな女の子よりも，上手にバイオリンを弾ける｡」

比較級+thananyother+単数名詞＝「他のどんな～よりも一」

7.Thisboxislessheavythanthat.

「この箱はあの箱程重くはない｡」

less～than-=「一よりも少ない程度で～」→「－程～ではない」
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8.MikeisthetallestOfalltheboys.

「マイクはすべての少年達の内で最も背が高い｡」

9．Helencanplaythepianobestinherclass,

「ヘレソは彼女のクラスで最も上手にピアノを弾ける｡」

8， 9の最上級表現については， その最上級の前に， 8ではtheがつくが, 9で

はtheがつかないことに注意。最上級については，基本的に，形容詞の場合には

theがつき，副詞の場合にはtheがつかない。

10． IambusiestonMondays.

「私は月曜日が最も忙しいのだ｡」

ここで注意すべきは, busyは形容詞であり，その最上級のbusiestであるのに，

theがつかないということである。 これは，同一主語における最上級だからであ

る。つまり， 「私は月曜日が最も忙しいのだ」という時には， 「他の人々と比較し

て私が最も忙しい」と言っているのではなくて， 「同じ私でも， 月曜日の私が最も

忙しい」と言っているのである。 このような，同一主語における最上級の場合に

は，形容詞の最上級でもtheがつかない。以下にもう一つ例文を添えよう。

Maryishappiestwhensheisplayingthepiano.

「メアリーはピアノを弾いている時が一番幸せなのだ｡」

（2） 重要な比較表現

1． Ihavenomorethanfiftyyen.

「私は50円しか持っていない｡」

､ [nomorethan～=only～＝～しか－ない］

2. Johnhasnotmorethanonedollar.

「ジョンはせいぜい多くとも1ドルしか持っていない｡」

[notmorethan～==atrnost～＝せいぜい多くとも］

3．Nolessthanfiftystudentswerepresent.

､ 「50人もの学生が出席していた｡」

[nolessthan～=asmanyas～＝～も］

4'.Helenreadsnotlessthanfivebooksamonth.

…「ヘレンはひと月に，少なくとも5さつの本を読む｡」
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[notlessthan～=atleast～＝少なくとも］

5．Awhaleisnomoreafishthanahorseis.

=Awhaleisnotafishanymorethanahorseis.

「馬（がそうでないの） と同様，鯨は魚ではない｡」

[Anomore～thanB=Anot～anymorethanB=B(がそうではないの） と

同様,Aも～ない＝否定］

6.Awhaleisnolessamammalthanahorseis.

=Awhaleisnotamammalanylessthanahorseis.

「馬（がそうであるの） と同様，鯨はほ乳類である｡」

[Anoless～thanB=Anot～anylessthanB=B(がそうであるの） と同様，

Aも～だ＝肯定］

7．TomokocanspeakCerman,muchmoreEnglish.

「知子はドイツ語を話すことができる。ましてや英語もだ｡」

8.TomokocannotspeakEnglish,muchlessGerman.

「知子は英語を話すことができない。ましてやドイツ語もだ｡」

7， 8のように， 「ましてや～もだ｣という時には，前の文が肯定文である時には，

[muchmore～］を，前の文が否定文である時には, [muchless～］を用いる。な

お,muchの他に, still,far,evenを用いてもよい。

9.Mikeismorewisethanclever.

「マイクは利口というよりはむしろ賢い｡」

2つの形容詞を並べて， 「－というよりはむしろ～」と言う時には, [more+原級

+than+原級］の形を用いる。 この場合には，例文中のwiseのように，その比

較級が一erで終わる語でも, [more+原級］の形を用いる｡

10.Mr.Smithisnotsomuchajournalistasascholar.

「スミスさんは，ジャーナリストというよりはむしろ学者だ｡」

[notsomuchAasB=AというよりはむしろB]

ll．Tomisseniortoher.

=Tomisolderthanshe.

「トムは彼女よりも年上だ｡」

12.Mikeisjuniortoher.
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=Mikeisyoungerthanshe.

「マイクは彼女よりも若い｡」

13．Thiswineissuperiortothatinquality.

=Thiswineisbetterthanthatinquality.

「このワインはあのワインよりも品質がよい｡」

14．Thatwineisinferiortothisinquality.

=Thatwineisworsethanthisinquality.

「あのワイソはこのワインよりも品質が劣る｡」

ll～14では， ラテン比較をまとめよう。

[seniorto～=olderthan～＝～よりも年上だ］

[jUniorto～=youngerthan～＝～よりも若い］

[superiorto～=betterthan～＝～よりもすぐれている］

[inferiorto～=worsethan～＝～よりも劣る］

なお， これらの表現中のtOは前置詞であるので，その後に代名詞を置く時には，

目的格とすることにも注意。

15.Iprefertakingawalktowatchingtelevision.

=Iliketakingawalkbetterthanwatchingtelevision.

「私はテレビを見るよりも散歩をする方が好きだ｡」

[preferAtoB=likeAbetterthanB=BよりもAの方が好きだ］

なお, [preferto+動詞原形+ratherthan+動詞原形］という形もある。

Iprefertotakeawalkratherthanwatchtelevision.

16．Thisbookisasinterestingasanylhaveeverread.

「この本は私が今までに読んだ他のどれにも劣らない程，面白い｡」

as～asany=「他のどれにも劣らない程～」

17.Heisasgentleaseverlived.

「彼はこの上もなく温和だ｡」

as～aseverlived=「この上もなく～，肩を並べるものがない程～」

18.IWasnotintheleastsurprisedatthenews.

「私は，その知らせに少しも驚かなかった｡」

[not+intheleast=少しも～ない］
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（3）注意すべき形容詞の比較級・最上級

1．Theformerpartofthelecturewasnotsointerestingasthelatterpart.

「その講演の前半の部分は，後半の部分程面白くなかった｡」

theformer=「前者（の),前半の」

thelatter=「後者（の),後半の」

2．Heisthelastpersonthatwouldtellalie.

=Heisthelastpersontotellalie.

「彼女は決してうそをつかないような人だ｡」

この場合のthelastは，名詞の後に続く形容詞句・節を否定にする。そこで訳す時

には，その名詞の後に続く形容詞句・節を， 「決して～しそうにない」と訳して，

前出の名詞に戻る。この例文に即して言えば，形容詞節の[thatwouldtellalie],

形容詞句の[totellalie]を， 「決してうそをつかないような」と否定に訳して，前

出のpersonに戻る。

（4）同じ意味を表すさまざまな構文

1. JohnistallerthanTom.

=TomisnotsotallasJohn.

=TomislesstallthanJohn.

「ジョンはトムよりも背が高い｡」

「トムはジョン程背が高くない｡」

「トムはジョン程背が高くない｡」

2．Helenistheprettiestofallthegirls.

=Helenisprettierthananyothergirl.

=NoothergirlissoprettyasHelen.

=Helenisasprettyasanygirl.

「ヘレンはすべての女の子の内で最もかわいい｡」

「ヘレンは他のどんな女の子よりもかわいい｡」

「他のどんな女の子もヘレン程かわいくない｡」

「ヘレンは他のどんな女の子にも劣らない程かわいい｡」

3.Thisisthemostinterestingmoviethatlhaveeverseen,
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=IhaveneverseenSuchaninterestingmovieasthis.

=ThismovieisasinterestingasanyIhaveeverseen.

｢これは私が今までに見た映画の内で最も面白い｡」

｢私は今までにこれ程面白い映画を見たことがない｡」

｢この映画は私が今までに見た他のどれにも劣らない程面白い｡」

ノ
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第11課名詞・代名詞・冠詞・形容詞・副詞

A・名 詞

（1） 注意すべき不可算名詞

次の名詞は不可算名詞であるので，

イ．冠詞のa,anをつけない。

ロ．複数形にすることはなく，常に単数扱いとする。

ハ． 「たくさんの｣， 「少しの｣， 「ほとんど～ない」と言う場合には，形容詞[much,

alittle,little]を用いる。

→advice,fun,furniture,baggage,news.

Thereistoomuchfurnitureinthisroom.

「この部屋には家具が多すぎる｡」

（2）集合名詞の数の扱い

class, team, audienceなどのように， 「二人以上の人が集まって構成されている

もの」を集合名詞と呼ぶが，その数の扱いには注意が必要である。その名詞が， 「そ

の集団」について述べている時には単数扱いとし，それに対して， 「その構成員」に

ついて述べている時には複数扱いとする。

Theaudiencewascomposedmainlyofyoungpeople.

「その聴衆（という集まり）は，主として若い人々から成り立っていた｡」

ここでは， 「その聴衆」という集まりについて述べているので，単数扱いされる。言

い換えると， この場合， 「主として若い人々から成り立っていた」のは， 「その集団と

いう集まり」なのである。

Theaudienceweremovedtotearsbyhisspeech., .

「聴衆（の人々）は，彼の話に感動して涙を流した｡」

ここでは， 「その聴衆」を構成する人々について述べているので，複数扱いされる。

言い換えると， 「彼の話に感動して涙を流した｣のは， 「その聴衆を構成している人々」

なのである。

B・注意すべき代名詞

（1） 代名詞のoneとthatの使い分け
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■次の文中の空所に, oneかthatを補ってみよう。

(a)Thehousesoftherichareusuallylargerthan( )ofthepoor.

(b) ･@Doyouneedaball-pointpen?''一"Yes,Ineed{ ).''

このような問題の場合には， 1 ． まずその空所に補われるべき具体的名詞を補う．

2．次にその名詞につく冠詞を調べる， という手順を踏むとよい。問題に即して，具

体的に解説してみよう。

1 ．具体的名詞を補う。

(a)Thehousesoftherichareusuallylargerthan(houses)ofthepoor.

(b)Yes,Ineed(ball-pointpen).

2．次にその具体的な名詞の前に付く冠詞を調べる。それに際しては, theについて

の次のポイントを活用するとよい。定冠詞のtheは，

イ．特定のものを指すのに用いられる。

ロ．その名詞に限定する形容詞句が付く時に用いられる。

なお， この場合の， 「限定する形容詞句」とは，名詞の後に, [of～]の形で与えら

れていると考えてよい。

(a) housesの後に，限定する形容詞句の[ofthepoor]があるので, theを用い

る。

(b) この場合には，特定の「ボールペン」を指しているのではない，言い換える

と， 「ボールペン」ならば， どのようなものでもよい。そこで，定冠詞のthe

ではなくて， aを用いる。

3．以上のように， ［冠詞十名詞］とした時に：

a+単数名詞＝one， 冠詞なしの複数名詞＝ones

the+単数名詞=that, the+複数名詞=those

とする。そこで, (a)ではthoseが, (b)ではoneがそれぞれ補われることになる。

(2) 注意すべきoneとtheother

すでに登場している名詞を， 2つ以上のグループに分類して説明する時に

は, one,another,theotherなどを用いるが，その使い分けは重要である。

Ihaveboughtthreebooks・OneiswritteninEnglish,andtheothersare

writteninFrench.

「私は3冊の本を買った。その1冊は英語で書かれており，後の2冊はフランス語
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で書かれている｡」

Iwenttherewithfourpersons・Onewasmyfather,anotherwasmysister,

andtheothersweremyfriends.
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「私は4人の人々とそこに行った。その1人は私の父で，後の1人は私の妹で，残

りの2人は私の友人だった｡」

このように，すでに登場している人や物を2つ以上のグループに分類して説明する

時には，その最初に登場するものについては，単数ならばoneで，複数ならばsome

で表す。

その最後に登場するものについては，単数ならばthe otherで，複数ならばthe

othersで表す。

その間に登場するものについては，単数ならばanotherで，複数ならばothersで表

｜

’

I

６
口
Ｈ
寸
凸
０
，
■
日
６
８
Ⅱ
Ⅱ
■
■
‐
。
！
『
凸
■
９
Ｊ
０
人
０
，
口
■
■
Ｄ
ｆ
ｌ
凸
０
１
０
■
■
３
２
■
■
■
■
■
■
０
■
ｑ
皿
日
暉
守
り
▲
Ⅱ
ザ
Ｄ
Ｂ
Ａ
，
上
■
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
ｊ
９
凸
巳
■
■
■
７
１
６
Ｊ
Ｆ
１
■
■
Ｕ
且
ｖ
０
ｂ
Ｄ
ｑ
ｌ
０
Ｈ
１
ｄ
ぞ
』
Ｔ
ｒ
ｔ
■
ロ
ｇ
可
凸
■
画
■
妙
１
，
４
成
虫
卜
８

す。

(3)注意すべき再帰代名詞

1 ．形容詞の名詞形+itself=「～そのもの」

Helenishonestyitself.＝「ヘレンは正直そのものだ｡」

2．前置詞+oneself

byoneself=「独りぼっちで」

foroneself=「独力で」

inoneself=「それ自体としては」

ofoneself=「ひとりでに， 自然と」

besideoneself=「我を忘れて，取り乱して」

Theoldmanlivedinthecottageallbyhimself.

「その老人は全く独りぽっちで，その小屋に住んでいた｡」

Shewasbesideherselfwithjoy.

「彼女は嬉しさのあまり我を忘れた｡」

C・冠 詞

（1）注意すべき冠詞の用法

1 ．不定冠詞alanについて：

Takethismedicinetwiceaday.
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Ｉ「この薬を一日につき2回飲みなさい｡」

このaは, hour,day,weekなどの時間の単位を表す名詞の前につけられて，

「～に，～につき」という意味を表す。

MaryandJaneareofanage.

「メアリーとジェーンは同じ年だ｡」

このaは， 「同じ，同じような，同種類の」という意味を表す。

2．定冠詞theについて：

Sugarissoldbythepound.

「砂糖はポソド単位で売られている｡」

bythe+単位を示す名詞＝「～単位で，～あたりで」

Hecaughtmebythesleeve.

「彼は私の袖をつかんだ｡」

Henrypattedmeontheshoulder.

「ヘンリーは私の肩をたたいた｡」

上の2つの例文のように， 「AのBをつかむ・たたく」と言う時に，そのBに当

たる名詞が， 「服や体の部分を表す語」である時には，その言い表し方に注意が必

要である。

「AのBをつかむ」=catch+A+bythe+B

「AのBをたたく」=pat+A+onthe+B

(2) 注意すべき冠詞の位置・省略

l.Weelectedhimchairman.

「我々は彼を議長に選出した｡」

この英文は,Weが主語, electedが動詞, himが目的語, chairmanが補語と

なる, [S+V+O+C]の第5文型である。 この英文のように, chairman,

president,mayor,governer,director,captainのような，地位・役職・官職を

表す名詞が補語である時には，その名詞には冠詞がつかない。

2.Maryissokindagirlthatwealllikeher.

=Maryissuchakindgirlthatwealllikeher.

「メアリーはとても親切な女の子であるので，我々は皆彼女のことが好きだ｡」

[so, as, too,how]の後に, [形容詞十名詞］を続ける時には，その語順が次の

’
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ようになることに注意。

【so,as,too,how]+形容詞+a+名詞

ただし, suchの場合には, [sucha+形容詞十名詞］となる。

3.Youngboyasheis,heisverybrave.

=Thoughheisayoungboy,heisverybrave.

「彼は幼い少年であるけれども， とても勇敢だ｡」

このように， ［名詞・形容詞・副詞+as+主語十動詞］の形で， 「～だけれども」

という譲歩を表す。その時には，その名詞につく冠詞は省略されることに注意。

’
）

D.注意すべき形容詞と副詞

注意すべき形容詞と副詞として，特に次のものをよく覚えておこう。

of.+抽象名詞＝形容詞 eg.ofimportance=importantなど

with+抽象名詞＝副詞 eg．withease=easilyなど

Thistoolisofusetous．=useful

｢この道具は我々にとって役に立つ｡」

ShepronquncedthoseEnglishwordsWithaccUracy.=accurately

｢彼女はこれらの英語の単語を正確に発音した｡」
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